
取　扱　説　明　書

このたびはロボットクリーナをお買い上
げ賜わり厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよく
お読みいただき本製品の性能を十分ご理
解の上で、適切な取り扱いと保守をして
いただいて、いつまでも安
全に能率よくお使いくださ
るようお願いいたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

ロボットクリーナ
モデル RC300D
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ロボットクリーナについて

主要機能

主要機能                                  モデル RC300D

電動機 ブラシレスモータ

使用可能バッテリ（別販売品） リチウムイオンバッテリ

バッテリBL1815N（容量 1.5 Ah）
バッテリBL1820B（容量 2.0 Ah）
バッテリBL1830（容量 3.0 Ah）
バッテリBL1830B（容量 3.0 Ah）
バッテリBL1840（容量 4.0 Ah）
バッテリBL1850（容量 5.0 Ah）
バッテリBL1850B（容量 5.0 Ah）
バッテリBL1860B（容量 6.0 Ah）

電圧 直流18 V

連続使用時間※1※ 2 約 240 分

集じん容積 3.0 L

本製品寸法 長さ500 mm×幅 500 mm×高さ 204 mm

質量※ 2 10.6 kg

無線通信 通信方式 1.	 ロボットクリーナとリモコン：Bluetooth
2.	 ロボットクリーナとスマートフォン：Wi-Fi® (SoftAP）

通信想定距離 1.	 20 m以下
2.	 10 m以下

無線 LAN規格 IEEE 802.11 b/g/n

周波数帯 2.4 GHz

暗号化方式 WPA/WPA2

WPSバージョン バージョン2.0

レーザー出力 1 mW 以下 ( 波長 : 775-800 nm) ( クラス 1)

•	 本製品は日本国内向け仕様です。海外ではご使用できません。
•	 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご了承ください。
•	 本製品の LiDARセンサは、IEC 60825-1：2014「レーザー製品の安全基準」クラス1レーザー製品です。
※1.	吸引ファンがオンで、Pタイルなどの平滑な床で使用した場合。使用時間は、運転する場所の状況、床面の種類、

バッテリの状態、室温などにより異なります。また、低温環境ではリチウムイオン電池の特性上、使用時間
が短くなることがあります。

※2.	BL1860Bを 2個装着時。

バッテリアダプタ類について
本製品はバッテリアダプタ類を使用できません。使用した場合、けがや事故の原因になります。
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安全上のご注意
注意文の 警告 ・ 注意 ・ 注 の意
味について

ご使用上の注意事項は 警告 と 注意 、

注 に区分していますが、それぞれ次の意味を表
します。

警告 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者
が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容のご注意。

注意 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者
が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定され
る内容のご注意。なお 注意 に
記載した事項でも、状況によっては重
大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記
載していますので、必ず守ってくださ
い。

注 ： 製品および付属品の取り扱いなどに関
する重要なご注意。

•	 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、
「安全上のご注意」を必ず守ってください。
•	 ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよ
くお読みの上、正しく使用してください。

•	 お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに必ず保管してください。

•	 他の人に貸し出す場合は、一緒に取扱説明書もお
渡しください。

•	 お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、
説明しています。

絵表示の例
このような絵表示は、してはいけない「禁
止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただ
く「強制」内容です。

イラストは参考例です。製品によりデザインが異なり
ますのでご了承ください。

警告

水洗いしないでください。また、風呂場など湿った
場所や濡れた場所で使用しないでください。
•	 モータに水分が入ると、ショートし、発熱、発
火の原因になります。

•	 部品によっては水洗いが可能です。P.42 
「お手入れ」を参照してください。

警告

絶対に分解したり修理・改造しないでください。
•	 発火したり、異常動作してけがをすることがあ
ります。

子供に本製品や充電器で遊ばせないでください。
•	 一瞬の不注意が深刻な傷害を招きます。

屋外で使わないでください。

階段や急な坂道など不安定な場所で使用しないでく
ださい。
•	 本製品が転倒・落下し、けがの原因になります。

マキタが指定した付属品や別販売品以外を使用しな
いでください。
•	 この取扱説明書および当社カタログに記載さ
れている付属品や別販売品以外のものを使用
すると、事故やけがの原因となる恐れがありま
す。

火気や暖房器具などに近づけないでください。
•	 本製品の変形による短絡（ショート）、発火の
原因になります。

引火性のもの（ガソリン、ベンジン、シンナー、ガ
スなど）の近くで使用したり、充電したりしないで
ください。
•	 爆発や火災の原因になります。

温度が 50 ℃を超える可能性のある場所（金属の
箱や夏の車内など）に保管しないでください。
•	 本製品の変形による、短絡（ショート）、発火
の原因になります。

•	 バッテリが劣化する原因になり、発煙、発火の
恐れがあります。

火災の原因となりますので、以下の状況では充電を
しないでください。
•	 ダンボールなどの紙類、座布団などの布類、畳、
カーペット、ビニールなどの上

•	 風窓のある充電器で、充電中に風窓をふさいで
いる。また風窓に金属類、燃えやすいものを差
し込んでいる。

•	 綿ぼこりなど、ほこりの多い場所

雨中で充電したり、濡れた手で電源プラグやバッテ
リを抜き差ししないでください。充電器の端子に金
属片や水などの異物を近づけないでください。
•	 感電やけがをすることがあります。
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警告

充電中、異常発熱などの異常に気がついたときは、
直ちに充電器の電源プラグを抜いて充電を中止して
ください。
•	 そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐
れがあります。

専用の充電器以外は使用しないでください。
•	 バッテリの液漏れ、発熱、破裂の原因になりま
す。

•	 充電器は充電以外の用途に使用しないでくだ
さい。

充電器は充電以外の用途に使用しないでください。
また、バッテリや充電器をマキタが指定した機器以
外に使用しないでください。

充電器のコードを乱暴に扱わないでください。
•	 コードを持って充電器を運んだり、プラグコー
ドを引っ張って電源コンセントから抜かない
でください。

•	 コードを熱、油、薬品、角のあるところに近づ
けないでください。

•	 コードが踏まれたり、引っかけられたり、無
理な力を受けて損傷することがないように充
電する場所に注意してください。感電や短絡
（ショート）して発火する恐れがあります。

充電器のコードが傷んだり、電源プラグの差し込み
がゆるいときは使用しないでください。
•	 感電、短絡（ショート）、発火の原因になります。

充電器のバッテリ装着部には充電用端子がありま
す。金属片・水などの異物を近づけないでください。

バッテリは発熱、発火、破裂の恐れがあるので、次
のようなことをしないでください。
•	 端子に金属類を接触させないでください。
•	 釘や硬貨などが入った袋や箱の中に入れない
でください。

•	 雨や水に濡らさないでください。
•	 分解、改造はしないでください。
•	 火中に投入しないでください。

高温などの過酷な条件下ではバッテリから液漏れす
ることがあるため、もれ出た液体に不用意に触れな
いでください。
•	 万が一、バッテリの液が目に入ったら、直ちに
きれいな水で十分洗い医師の治療を受けてく
ださい。バッテリの液は炎症ややけどの原因に
なることがあります。

警告

マキタ指定以外のバッテリ、改造したバッテリ（分
解してセルなどの内蔵部品を交換したバッテリを含
む）を使用しないでください。また、バッテリをマ
キタが指定した製品以外で使用しないでください。
•	 本製品の性能や安全性なども損なう恐れがあ
り、火災やけが、故障、破裂などの原因になり
ます。

バッテリや充電器を充電中に布などで覆わないでく
ださい。
•	 換気の良い場所で充電してください。発熱や破
裂、発火の原因になります。

落としたり、何らかの損傷を受けたバッテリは使用
しないでください。
•	 発熱や破裂、発火の原因になります。
•	 損傷、または使用できなくなったバッテリは回
収しております。お買い上げの販売店、または
当社営業所へご持参ください。

使用時間が極端に短くなったバッテリは使用しない
でください。
•	 継続して使用すると、発熱や破裂、発火の原因
になります。

使用済みのバッテリは一般家庭ゴミとして捨てない
でください。
•	 捨てられたバッテリがゴミ収集車内などで破
壊されてショートし、発火・発煙の原因になる
恐れがあります。

バッテリは、電力量が 100 Wh を超える場合、危
険物に分類されます。輸送の際は、輸送会社にお問
い合わせの上、指示に従ってください。電力量は、
バッテリ裏側の注意ラベルに記載されています。

警告

本製品の誤始動を防ぐために、お手入れや点検時は
必ず電源を切り、バッテリを抜いてください。

本製品にバッテリを差し込む際は、電源が入らない
ように注意してください。
•	 スタート／ストップボタンに指をかけるなど、
電源が入る状態でバッテリを装着すると、急に
動き出し事故の原因になります。
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警告

誤って落としたり、ぶつけたときは、本製品などに
破損や亀裂、変形がないことをよく点検してくださ
い。
•	 破損や亀裂、変形があると、けがの原因になり
ます。

本製品の変形、破損防止のため、本製品は静かに移
動してください。
•	 破損や亀裂、変形があると、けがの原因になり
ます。

使用中、本製品の調子が悪かったり、異常音がした
ときは、直ちに電源を切って使用を中止し、お買い
上げの販売店、または当社営業所に点検・修理をお
申し付けください。
•	 そのまま使用していると、けがや事故の原因に
なります。

本製品は、該当する安全規格に適合しているので改
造しないでください。
•	 修理の知識や技術のない方が修理すると、十分
な性能を発揮しないだけでなく、事故やけがの
恐れがあります。

損傷した部品がないか点検してください。
•	 使用前に、部品に損傷がないか十分点検し、正
常に作動するか、また所定機能を発揮するか確
認してください。

•	 可動部分の位置調整、および締め付け状態、部
品の破損、取り付け状態、その他運転に影響を
およぼすすべての箇所に異常がないか確認し
てください。

•	 破損した部品の交換や修理は、取扱説明書に
従ってください。取扱説明書に記載されていな
い場合は、お買い上げの販売店、または当社営
業所に修理をお申し付けください。

本製品は、注意深く手入れをしてください。
•	 付属品の交換は、取扱説明書に従ってくださ
い。

•	 充電器のコードは定期的に点検し、損傷してい
る場合は、お買い上げの販売店、または当社営
業所に修理をお申し付けください。感電や短絡
（ショート）して発火する恐れがあります。
•	 延長コードを使用する場合は、定期的に点検
し、損傷している場合には交換してください。
感電や短絡（ショート）して発火する恐れがあ
ります。

•	 持ち運び用ハンドルは、常に乾かしてきれいな
状態に保ち、油やグリスなどが付かないように
してください。

警告

使用しない場合は、きちんと保管してください。
•	 乾燥した場所で、子供の手の届かない安全なと
ころ、または鍵のかかるところに保管してくだ
さい。事故の恐れがあります。

交流 100 V で充電してください。
•	 昇圧器などのトランス類を使用したり、直流電
源で充電しないでください。火災の原因になり
ます。

•	 ラベルに の表示がある充電器はエンジ
ン発電機（当社インバータ制御付エンジン発電
機は除く）では使用しないでください。異常に
発熱し、火災の恐れがあります。

充電器に使用する延長コードは、使用環境に適した
ものを使用してください。
•	 延長コードの太さ（導体公称断面積）と長さの
目安

太さ（導体公称断面積） 長さの目安

2.0 mm2 30 m

•	 充電器の使用時に延長コードが必要な場合、充
電器を最高の能率で支障なくご使用いただく
ために十分な太さの延長コードをできるだけ
短くお使いください。

充電しないときは、充電器を電源コンセントから抜
いてください。
•	 絶縁劣化による感電、漏電、火災の原因になり
ます。

充電式製品を高圧電線の近くで使用しないでくださ
い。
•	 誤動作や故障する恐れがあります。

注意

付属品は、取扱説明書に従って確実に取り付けてく
ださい。
•	 確実でないと、はずれたりして、けがや破損、
事故の原因になります。

持ち運ぶときは必ず本製品の持ち運び用ハンドルを
持って運んでください。
•	 持ち運び用ハンドル以外を持って持ち運ぶと、
故障やけがの原因になります。



8

ロボットクリーナ安全上のご
注意

警告

囲いのない高所や階段などの幅が狭い場所で使用し
ないでください。
•	 本製品の落下によるけがや故障の原因となり
ます。

食用油など油成分が浮遊している場所や理容院、美
容院、クリーニング店などのスプレーや化学薬品を
使う場所、屋外で使用しないでください。
•	 故障の原因となります。

本製品の操作が適切にできない人や幼児、乳幼児が
いる場所で使用しないでください。
•	 感電や事故、けがの原因となります。

動物などがいる場所で使用しないでください。
•	 感電や事故、けがの原因となります。

人が多いところや、出入りの多い場所で使用しない
でください。
•	 感電や事故、けがの原因となります。

排気口や吸引口をふさいだり、金属や燃えやすい異
物などを入れたりしないでください。
•	 感電や発火、故障の原因になります。

吸引口をふさぐ恐れのあるものの近くでは、使用し
ないください。
•	 感電や発火、故障の原因になります。

火中に投入や加熱をしないでください。
•	 ショートや発火、液漏れ、爆発の原因になりま
す。

火やストーブのそば、直射日光の当たる場所、炎天
下の車内など高温の場所に置かないでください。
•	 ショートや発火、液漏れ、爆発の原因になりま
す。

本製品にものをかぶせないでください。
•	 過熱して発火の原因になります。

直射日光を本製品に当てないでください。
•	 LiDARセンサおよび赤外線センサが誤反応し、
誤作動や故障の原因になります。

本製品の各センサをふさいだり、異物を入れたりし
ないでください。
•	 動作不良や誤作動、故障の原因になります。

警告

センサや車輪にシールやテープを貼らないでくださ
い。
•	 誤作動や故障の原因となります。

本製品に乗ったり、重いものを載せたり、強い衝撃
を与えないでください。
•	 本製品の破損や故障、けがの原因になります。
特にお子様にはご注意ください。

動作中は駆動車輪に触れたり、本製品の下に手や足
を入れたりしないでください。
•	 手などにけがをする原因になります。特にお子
様にはご注意ください。

子供だけで使用しないでください。また、自分で意
思表示ができない人や、自分で操作できない人も使
用しないでください。
•	 感電や事故、けがの原因になります。

本製品（回転ブラシやサイドブラシ、ダストボック
ス、フィルタを除く）に水や洗剤をかけたり、洗っ
たりしないでください。
•	 感電やショート、発火の原因になります。

濡れた手で触らないでください。
•	 感電の原因になります。

破れや変形があったり、磁力が弱くなったと感じた
りするセンサーウォールシートは使用しないでくだ
さい。
•	 事故やけがの原因になります。

本製品の吸引口や排気口に手、髪などの体の一部ま
たは身に着けたものを入れないでください。
•	 けがの原因になります。

回転中のブラシに手、髪などの体の一部または身に
着けたものを触れさせないでください。
•	 けがをする恐れがあります。
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警告

以下のものは吸わせないでください。火災やけがや
モータの故障の原因となります。
引火性物質
•	 油類（灯油・ガソリンなど）
•	 溶剤（ベンジン、シンナーなど）
•	 マッチ、線香、ろうそく、熱い灰など火のつい
ているもの、たばこの吸殻などの煙の出ている
もの、および高熱のものなど

•	 トナーなどの可燃物
•	 塗料
•	 金属の切断作業および研削作業中に発生する
研削火花や金属粉など

•	 可燃性ガス（スプレーなど）
爆発性物質
•	 ニトログリセリンなど
•	 発火性物質
•	 アルミニウム・マグネシウム・チタン・亜鉛・
赤リン・黄リン・セルロイドやそのほか化学物
質など、およびそれらの粉じん・ガス・蒸気

鋭利なもの
•	 ガラス、刃物、木片、金属、石、釘、カミソリ、
押しピン、針など

じゅうたん洗浄剤などの泡状のものなど
固化するものや導電性の微粉（金属粉・カーボン）
除湿剤
大量の粉末（小麦粉、灰、消火器の粉など）
中毒症状を起こす物質
薬品類
液体や湿ったゴミ
動物などの排泄物、吐しゃ物
大きな紙やビニールゴミ、ひも類

火災の原因となりますので、以下の状況では使用し
ないでください。
•	 可燃物が大量に舞っている。
•	 排気口がふさがっている。
•	 ダストボックス、フィルタが取り付けられてい
ない。

•	 回転ブラシにゴミがからまってブラシがロッ
クしている。

•	 フィルタに穴や破れがある。
•	 バッテリがしっかり差し込まれていない。

USB 電源部（修理用）の端子間を短絡（ショート）
させないでください。
•	 針、針金がUSB電源端子部に入ると短絡
（ショート）し、発火、発煙の恐れがあります。

レーザー光（ビーム）を直接のぞきこまないでくだ
さい。
•	 レーザー光が目に直接当たると、目を傷める原
因になります。

警告

電源を入れても、ときどき運転しないときは使用を
中止してください。
•	 発煙や発火、感電の原因となります。

本製品が変形したときや異常に熱いときは直ちに使
用を中止してください。
•	 発煙や発火、感電の原因となります。

運転中にときどき止まるときは使用を中止してくだ
さい。
•	 発煙や発火、感電の原因となります。

運転中に異常な音がするときは直ちに使用を中止し
てください。
•	 発煙や発火、感電の原因となります。

こげくさい臭いがするときは直ちに使用を中止して
ください。
•	 発煙や発火、感電の原因となります。

テーブルや棚の上にある火のついたろうそくや花瓶
などは、使用前やお手入れ前に移動してください。
•	 本製品が当たった衝撃で落下し、事故の原因と
なります。

本製品が引きずる可能性のあるゴムバンドなどは、
使用前やお手入れ前に移動してください。
•	 本製品がゴムバンドなどを引きずり、事故の原
因となります。

本製品と同じくらいの高さに操作部がある設備や機
器は、使用前やお手入れ前に移動してください。
•	 本製品が当たって操作部を押し、火災やけが、
事故の原因になります。

お手入れ時や点検時は、必ず本製品の電源を切り、
バッテリをはずしてください。
•	 感電やけがの原因になります。

お手入れ時は、指をはさまれないように注意してく
ださい。
•	 けがの原因になります。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器
を装着されている場合は、装着部位から 15 cm 以
上離して使用してください。
•	 電波により医療機器の動作に影響を与える恐れ
があり、医療機器の誤作動の原因になります。

医療機関内で電波を発する機器を使用する場合は、
各医療機関の指示に従ってください。また、使用を
禁止されている場所では、本製品の電源を切ってく
ださい。
•	 医療機器の誤作動の原因になります。
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注意

ご使用時やお手入れ時は、すき間や開口部に異物を
入れないでください。
•	 感電や火災、本製品の故障の原因になります。

毛足の長い（7 mm を超える）じゅうたんなどの
敷物の上では使用しないでください。
•	 サイドブラシがからみついて、じゅうたんやサ
イドブラシを傷める原因になります。

傷みやすい敷物（ムートンやフェルト素材など）や
床面（白木床面や大理石床面など）、ワックス塗り
たての床面では使用しないでください。
•	 破損やキズ付きの原因になります。破損した場
合は使用を中止してください。

本製品上面を踏み台にしたり、座ったりしないでく
ださい。
•	 急に本製品が動き出し、転倒するなどけがの原
因になります。

吸引口をふさいで長時間運転しないでください。
•	 過熱による本製品の変形、発火の原因になりま
す。

本製品の下に手や足を入れないでください。
•	 指をはさんで、けがをする恐れがあります。

フィルタが汚れていたり、ゴミがたまった状態のま
ま使用を続けないでください。
•	 吸引力が低下する原因となります。

注意

誤作動防止のため、各センサをお手入れしてくださ
い。
•	 センサが正しく反応しないと、本製品の誤作
動・落下によるけがや故障の原因になります。

じゅうたんやマットなど敷物の長い飾り房は、敷物
の下に折り込んでください。
•	 駆動車輪や回転ブラシが飾り房を巻き込んで、 
敷物や本製品が破損する原因になります。

本製品を運ぶときは、運転を停止してから、電源を
切ってください。手をはさまないよう、持ち運び用
ハンドルをしっかり持ってください。
•	 不用意に持ち上げると、けがや故障の原因にな
ります。

注意

本製品の前面を下に向けて持たないでください。
•	 開口部からゴミがこぼれることがあります。

本製品に引っかからないよう、コードやひもを片付
けてください。
•	 電源コード巻き込みなどによる故障や動作不
良の原因になります。

壊れやすいものや倒れやすいもの、吸い込まれて困
るものは、お掃除の前に移動してください。 また、
長いひもやコード類を片付けてください。
•	 破損やキズ付き、本製品の故障の原因になりま
す。

フィルタは正しくセットして使用してください。
フィルタをはずしたまま使用したり、取り付け位置
を誤ったまま使用したり、破れた状態で使用したり
しないでください。
•	 モータ焼損など、故障の原因になります。
•	 粉じんがもれ出し、健康を害する恐れがありま
す。

ふたやダストボックスのふたの開閉時、フィルタの
取り付け時、バッテリの抜き差しの際に、指をはさ
まないよう注意してください。
•	 指をはさんで、けがをする恐れがあります。

取り扱いについて
•	 本製品は屋内でご使用ください。また、屋内であっ
ても、粉じんの多い場所は、掃除しないでください。

•	 表面がかたく、でこぼこした床は掃除しないでく
ださい。ブラシ類・車輪類が早く摩耗する原因に
なります。

•	 お掃除後、回転ブラシやサイドブラシ、車輪類に
付いた砂ゴミは取り除いてください。そのまま使
用すると、床面をキズ付ける原因になります。

•	 回転ブラシと回転ブラシカバーは必ず取り付けて
ご使用ください。

•	 回転ブラシなどの可動部分に注油しないでくださ
い。プラスチックが割れる原因になります。

•	 畳上で使用の際は、別販売品の ｢ソフト回転ブラ
シ｣ と ｢ソフトサイドブラシ｣ に付け替えること
をおすすめいたします。ただし、畳の状態によっ
てはキズ付きが発生する場合がありますので、そ
の際は使用を中止してください。
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•	 本製品を引きずらないでください。持ち上げて移
動させてください。

•	 センサ部や車輪にシールやテープを貼ったり、バ
ンパーや車輪類を変形させたり、バンパーを無理
に押し付けたりしないでください。 誤作動の原因
になります。

•	 細かい粉類（石こうやセメント、チョークなど）
を吸わせた場合は、フィルタおよび段差センサ、
LiDARセンサをお手入れしてください。

•	 本製品内部のキズ付きやゴミの詰まり、故障の原
因になりますので、次のものは吸わせないでくだ
さい。誤って吸い込んだ場合は運転を停止して、
ゴミを捨ててください。
•	 水分を含んだゴミ（液体や湿ったゴミ）
•	 動物などの排泄物
•	 大量の砂や粉末
•	 ひも類
•	 鋭利なもの（ガラス・刃物・ピンなど）
•	 大きなゴミや大量のゴミ
•	 通気性の悪いもの（食品用ラップやビニール、
包装用フィルムなど）

•	 吸引口のボトムブラシやキャスター、駆動車輪、
回転ブラシカバーのローラ部が摩耗した場合は使
用を中止し、お買い上げの販売店、または当社営
業所にご相談ください。摩耗したまま使用すると、
床面をキズ付ける原因になります。

•	 運転中、テレビの画面にノイズが発生することが
ありますが、テレビ本体に影響はありません。

•	 セキュリティシステムなどが稼働しているところ
で、運転させるときは注意してください。セキュ
リティシステムが、侵入者と誤検知する場合があ
ります。

•	 次のことはしないでください。
•	 バッテリを取り付けた状態で長期間の不使用
•	 センサが汚れた状態、フィルタが目詰まりした
状態での使用

•	 バッテリの異常（異臭、液漏れ、発熱、変形、変色、
その他異なること）に気づいたときの使用

•	 回転ブラシ、サイドブラシ、車輪類に付いた砂
ゴミなどを取り除かずに使用

•	 各部部品が摩耗、消耗した状態での使用
•	 取扱説明書を読まずに使用
•	 バッテリを取り付けたままでの裏返しやメンテ
ナンス

•	 センサーウォールシートのメンテナンスをせず
に使用

アスベスト（石綿）についてのご注意

警告

アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作業含む）
で使用しないでください。
•	 アスベストは、人体に肺がんなどの重大な健康
被害を発症させる物質です。

警告

十分な、防じん対策や飛散防止対策をしてください。
•	 特に、人体に有害な成分を含む材料を加工する
ときは、注意してください。

アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作業含む）
で使用した電動工具の保守・点検・修理は受付でき
ません。

電波に関するご注意
•	 本製品は、電波法に基づく小電力データ通信シス
テムの無線局の無線設備として技術基準適合認証
を受けたモジュール を内蔵しています。従って、
本製品を使用するときに無線局の免許は必要あり
ません。また、本製品は日本国内でのみ使用でき
ます。

•	 本製品は、技術基準適合認証を受けたモジュール
を内蔵していますので、以下の事項を行うと法律
で罰せられる ことがあります。
•	 本製品を分解／改造すること。
•	 内蔵している無線モジュールに貼ってある証明
ラベルをはがすこと。

•	 次の場所では使用しないでください。
•	 医療機器のある場所やその近くで使用しないで
ください。

•	 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器
の近くでは使用しないでください（ご注意いた
だきたい電子機器の例：補聴器、ペースメーカ、
その他医用機器、火災報知器、自動ドア、その
他の自動制御機器など）。

•	 病院内や航空機内では、病院や航空会社の指示
に従ってください。使用禁止場所で使用しない
でください。

•	 すべての環境でワイヤレス接続、性能を保証する
ものではありません。次のような場合は、電波が
届かなくなったり、電波が途切れたりすることが
あります。
•	 コンクリート、鉄筋、金属が使われている建造
物での利用

•	 障害物の近くへの設置
•	 同じ周波数を利用する無線通信機器との干渉
•	 電子レンジなどの機器の磁場、静電気、電波障
害が発生するところ
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各社の商標または登録商標

電波法に基づく認証について
本製品は、電波法に基づく小電力データ通信の無線設
備として認証を受けています。
従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要
ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律により罰せられるこ
とがあります。
•	 本製品を分解／改造すること。
•	 本製品に貼ってあるラベルの適合マークおよび認
証番号を消すこと。

	

Bluetooth について
•	 Bluetooth とは、無許可で使用可能な 2.4 GHz
帯の電波を利用して、対応する機器と無線で通信
を行うことができる技術です。

•	 Bluetooth は、Bluetooth SIG の登録商標であり
マキタはライセンスに基づき使用しています。

Bluetooth 通信の取り扱いについて
•	 Bluetooth 対 応 機 器 が 使 用 す る 2.4 GHz 帯
は、さまざまな機器が共有する周波数帯です。
Bluetooth 対応機器は、同じ周波数帯を使用する
機器からの影響を最小限に抑えるための技術を採
用していますが、ほかの機器の影響によって通信
速度や通信距離が低下することや、通信が切断さ
れることがあります。

•	 通信機器間の距離や障害物、電波状況、機器の種
類により、通信速度や通信距離は異なります。

•	 本製品はすべてのBluetooth 機能対応機器とのワ
イヤレス接続を保証するものではありません。

商標について
•	 Android およびGoogle Play は Google LLC の
商標または登録商標です。

•	 iPhone は、米国および他の国々で登録された
Apple Inc. の商標です。

•	 iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセン
スに基づき使用されています。

•	 App Store は Apple Inc. のサービスマークです。
•	 Wi-Fi は Wi-Fi Alliance の登録商標または商標で
す。

•	 その他、本書に記載されている各種名称、会社名、
商品名などは各社の商標または登録商標です。
なお、本文中では™や ®マークは一部記載してい
ません。

ソフトウェアに関するお知らせ
本製品には、GNU General Public License（GPL）、
GNU Lesser General Public License（LGPL）、そ
の他のライセンスに基づくオープンソースソフトウェ
アが含まれています。
当該ソフトウェアのライセンスに関する詳細は、下記
サイトにて開示しています。また、ライセンスに基づ
き当社が公開するソフトウェアのソースコードも下記
サイトにて公開しています。

https://oss.makita.biz/index.html

•	 ソースコードの内容などについてのご質問は、ご
遠慮ください。

•	 当該ソフトウェア自体に何らの保証もありません
が、本製品の不具合（当該ソフトウェアに起因す
る不具合も含みます）に関する当社の保証範囲に
影響はありません。
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各部の名称

本体（上面・側面・内部）

1

2

3

4
5

11

10

9

12
7

13

12

8

6

1.	 カメラセンサ
2.	 バンパー
3.	 超音波センサ
4.	 持ち運び用ハンドル（20 ページ参照）
5.	 ふた
6.	 ふた開ボタン
7.	 ダストボックス（25 ページ参照）
8.	 操作パネル（ディスプレイ）（15 ページ参照）
9.	 左バッテリ挿入口
10.	右バッテリ挿入口
11.	排気口
12.	ポジション LED
13.	LiDARセンサ
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本体（下面）

3

5

7

8

3

7

8

9 9

7

7 71

2 64

9 1

10

1.	 センサーウォールのセンサ（内蔵）
2.	 回転ブラシ
3.	 サイドブラシ
4.	 ボトムブラシ
5.	 回転ブラシカバー
6.	 吸引口
7.	 段差センサ
8.	 駆動車輪
9.	 キャスター
10.	アースライン

注

アースラインはセンサの帯電を軽減します。誤ってアースラインを引っ張る、切るなどしないでください。
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本体（操作パネル（ディスプレイ））

1 2 3 5 6 7

8
9
10

11
12
13

14

4

151819

20

1716

21
22

23

24

1.	 スマートフォン接続ランプ（緑）（58 ページ参照）
2.	 入タイマーランプ（緑）（34 ページ参照）
3.	 切タイマーランプ（緑）（35 ページ参照）
4.	 時刻表示部（緑）
5.	 エラーランプ（赤）（48 ページ参照）
6.	 フィルタお手入れランプ（赤）（49 ページ参照）
7.	 ブラシエラーランプ（赤）（49 ページ参照）
8.	 サウンドランプ（緑）（40 ページ参照）
9.	 吸引ファンランプ（緑）（32 ページ参照）
10.	センサーウォールランプ（緑）（36 ページ参照）
11.	設定ボタン（32 ページ参照）
12.	確定ボタン（31 ページ参照）
13.	次ボタン（32 ページ参照）
14.	上ボタン、下ボタン（32 ページ参照）
15.	右バッテリ残容量ランプ（緑）（28 ページ参照）
16.	左バッテリ残容量ランプ（緑）（28 ページ参照）
17.	スタート／ストップボタン（27 ページ参照）
18.	クリーンレベルランプ（白）（31 ページ参照）
19.	切タイマーボタン（34 ページ参照）
20.	入タイマーボタン（33 ページ参照）
21.	スマートフォン接続ボタン（58 ページ参照）
22.	モード切替ボタン（29 ページ参照）
23.	モード／部屋番号表示（29 ページ参照）
24.	部屋登録ランプ（緑）（30 ページ参照）



16

リモコン

1

2

3

5
6

7

8

4

1.	 電源切ボタン
2.	 操作ボタン
3.	 スタート／ストップボタン
4.	 位置おしらせブザー／ライトボタン
5.	 サウンド入／切ボタン
6.	 吸引入／切ボタン
7.	 シフトボタン
8.	 スタート地点ボタン
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標準付属品
•	 サイドブラシ（4個）
2個は交換用です。2個をロボットクリーナに取
り付けてください（25 ページ参照）。

•	 リモコン

•	 単 4形乾電池（2本）
リモコンに取り付けてください（26 ページ参
照）。

別販売品のご紹介
•	 センサーウォールシート
部品番号：A-72774

•	 フェンススタンド（2個）
部品番号：A-73031

•	 フェンスボード
部品番号：A-73047
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•	 バンパクッション
部品番号：A-73053
バンパ部分に取り付けて衝撃を吸収する、キズ付
け防止用のクッションです。

注：センサから上下に28 mm以上離して貼り付け。

超音波センサの近くにバンパクッションを貼り
付けると超音波センサがバンパクッションを障
害物と認識し、走行スピードが遅くなってしま
う可能性があります。

28 mm
28 mm

28 mm
28 mm

•	 回転ブラシ
部品番号：A-72796

•	 ソフト回転ブラシ
部品番号：A-72780
通常のブラシより柔らかいブラシで畳でも使用可
能です。

•	 回転ブラシカバー
部品番号：A-72805

•	 HEPAフィルタ
部品番号：A-72833

•	 サイドブラシ（2個）
部品番号：A-72827

•	 ソフトサイドブラシ（2個）
部品番号：A-72811
通常のブラシより柔らかいブラシで 畳でも使用可
能です。

•	 バッテリBL1815N（容量 1.5 Ah）
部品番号：A-60311

•	 バッテリBL1820B（容量 2.0 Ah）
部品番号：A-61715

•	 バッテリBL1830B（容量 3.0 Ah）
部品番号：A-60442

•	 バッテリ BL1850B（容量 5.0 Ah）
部品番号：A-59900

•	 バッテリBL1860B（容量 6.0 Ah）
部品番号：A-60464
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バッテリ（別販売品）

バッテリについてのご注意
•	 お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されてい
ないため、充電器で正しく充電してからご使用く
ださい。

•	 使用しないときはバッテリカバーをかぶせてくだ
さい。バッテリを水やほこりから保護するのに役
立ちます。

•	 使用しないときはロボットクリーナまたは充電器
からバッテリを抜いて保管してください。

バッテリを長持ちさせるには
•	 ロボットクリーナの力が弱くなってきたと感じた
ら使うのをやめ、充電してください。

•	 満充電したバッテリを再度充電しないでください。
•	 充電は周囲温度 10 ℃～ 40 ℃の範囲で行ってく
ださい。

•	 長期間（6ヶ月以上）ご使用にならない場合、リ
チウムイオンバッテリは充電してから保管するこ
とをおすすめします。

バッテリの回収について
使用済みバッテリはリサイクルのため回収しておりま
す。お買い上げの販売店、または当社営業所へご持参
ください。

	► リチウムイオンバッテリはリサイクルへ

バッテリ残容量表示の見方
•	 モデル名の末尾に「B」の付くバッテリは、残容
量表示機能が付いています。

•	 チェックボタンを押すとバッテリ表示ランプが残
容量を数秒間表示します。

1

2

	► 1. バッテリ表示ランプ  2. チェックボタン

バッテリ表示ランプ

バッテリ残容量

：点灯

：点滅

：消灯

75 % ～ 100 %

50 % ～ 75 %

25 % ～ 50 %

0 % ～ 25 %

充電してください。

バッテリの異常です。

注

•	 表示される残容量は、ご利用状況や気温などによっ
て実際の残容量と異なる場合があります。

•	 バッテリ保護機能が働いた際は、左端の表示灯が
点滅します。
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お掃除の前に

ロボットクリーナの持ち運び
について

注意
ロボットクリーナを運ぶときは、運転を停止させて
から電源を切り、手をはさまないように持ち運び用
ハンドルをしっかり持ってください。
•	 ハンドルに手をはさむ原因になります。
足場が安定しないところでロボットクリーナを持ち
上げないでください。
•	 けがや故障の原因になります。
ロボットクリーナを不用意に持ち上げないでくださ
い。
•	 けがや故障の原因になります。
ロボットクリーナの前面を下に向けて持たないでく
ださい。
•	 吸引口からゴミがこぼれることがあります。

ロボットクリーナでの掃除に
ついて
•	 ロボットクリーナは LiDARセンサと超音波センサ
で障害物を検知し、障害物を避けながら走行しま
す。サイドブラシと回転ブラシでゴミを集めて吸
い込みます。条件により、障害物を認識できない
場合があります。障害物に当たった場合はバンパー
で障害物との接触を検知し回避します。

•	 ロボットクリーナは約 2.0 cm までの段差を乗り
越えることができます。約 2.0 cm 以下でも、段
差の形状など条件により乗り越えられない場合が
あります。

•	 スロープや段差のある場所では、ロボットクリー
ナの底面が引っかかってタイヤが浮き、エラーで
停止することがあります。何度も停止する場合は、
その場所に入らないようにしてください（35 
ページ参照）。

•	 壁際に障害物がある場合、ロボットクリーナが障
害物を避けようとして、壁際に乗り上げてしまう
ことがあります。

•	 LiDAR センサは下記条件で障害物を認識できず、
うまくマッピングできなかったり、接触する場合
があります。
	- 鏡のように反射率が高い障害物
	- ガラスのように透明度が高い障害物
	- 黒色かつ光沢のある素材の障害物
	- 椅子や机の脚などの細い形状

•	 ロボットクリーナの高さより狭いすき間に入ると、
はさまって動けなくなる場合があります。その場
合は、つい立てなどを設置してください。

1

	► 1. つい立てなどですき間をかくす

•	 フェンススタンド（別販売品）とフェンスボード
（別販売品）を設置して壁を作ることで、掃除範囲
を制限することができます。

1

2

	► 1. フェンススタンド  2. フェンスボード
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•	 黒色の床面やガラスなどの透明な床面、フローリ
ングの木目の黒い部分は、ロボットクリーナが段
差と判断して、避ける動きをすることがあります。

•	 ロボットクリーナが乗り越えられる段差付近、ロ
ボットクリーナが入れない奥まった場所や狭い場
所、サイドブラシが届かない場所はゴミを吸えな
い場合があります。

•	 小石など、小さくてかたいものを運転中に飛ばす
恐れがあります。

注意
次の場所では使用しないでください。
•	 毛足の長さが7 mmを超えるじゅうたん、毛
の抜けやすい敷物や段差のある敷物などで使
用しないでください。
これらの敷物では運転が停止したり、毛足がサ
イドブラシにからみついたり、敷物やサイドブ
ラシを傷めたりする恐れがあります。また、上
記以外の敷物でもロボットクリーナがうまく
走行できない場合は、その敷物での使用を控え
てください。

•	 ふとん、毛布、座布団などで使用しないでくだ
さい。

•	 水回り、トイレ、風呂場、屋根裏、屋外などで
使用しないでください。

•	 濡れた場所、また濡れる恐れがある場所や高温
多湿の場所で使用しないでください。

ロボットクリーナの落下を防
ぐために

警告
ロボットクリーナが落下しないようにしてくださ
い。
•	 ロボットクリーナが落下した場合は、破損やけ
がの原因になります。

•	 中 2 階やロフト、吹き抜け、囲いのない高所、
10 °以上のスロープのある場所で使用しないでく
ださい。

•	 落下によって事故などが発生する可能性のある場
所には、高さ25 cm以上の壁になるもの（ロボッ
トクリーナが当たっても移動や転倒しないもの）
を設置してください。

1

	► 1. 高さ 25 cm以上
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•	 ロボットクリーナ裏側にある段差センサに汚れや
結露などによる水滴が付着しているときは、乾い
た柔らかい布や綿棒などで拭いてください。

1

1 1

1

	► 1. 段差センサ（5か所）
•	 日光や他の機器の赤外線がロボットクリーナに当
たると、正しく動作しない場合があります。ハロ
ゲンヒーターやリモコン、センサなどの赤外線、
すりガラスから入る日光などがロボットクリーナ
に当たらないようにしてください。

•	 段差付近に敷物や板などがある状態で使用しない
でください。
段差に敷物や板などが被さっていると、段差セン
サが正しく段差を認識しない恐れがあります。

•	 壁から段差までの距離が約1 m以下の場所は後退
しながら、落下する場合があります。壁から段差
までの距離が約1 m以下で使用しないでください。

1

	► 1. 約 1 m以下

•	 排水溝のふた（グレーチング）のある場所は段差
センサが段差と認識し、走行できない場合があり
ます。走行させたい場合は、板などでグレーチン
グを覆ってください。

•	 約 3.0 cm 以下の段差は段差センサが段差と認識
せずに、直進しながら降りる場合があります。段
差が約 2.0 cm から約 3.0 cm 以下のとき、ご使
用はお控えください。

•	 アルミサッシのレールの段差は段差センサが段差
と認識しない場合がありますので、アルミサッシ
は閉めてください。

•	 ガラスなどの割れる恐れがある床面上でのご使用
はお控えください。
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掃除場所の整理

警告
ロボットクリーナが接触して破損や事故を招く恐れ
のあるものは移動させてください。
吸い込まれると困るもの、ロボットクリーナの移動
を妨げるもの、回転ブラシや車輪、サイドブラシに
巻き込まれやすいものは片付けてください。
•	 清掃時にロボットクリーナの妨げになるもの
を放置しておくと、事故やけがの原因になりま
す。

•	 暖房器具（ストーブ）など高温になるものの周辺
で使用しないでください。事故や発火、故障の原
因になります（運転中は暖房器具を使用しないで
ください）。

•	 収納式のコンセントを使っている場所で使用しな
いでください。収納式のコンセントは必ず収納し
てください。

•	 キズ付きやすい材質でできた壁など（例：土壁や
障子、ふすま、屛風など）は、キズ付けないよう
に壁代わりになるものを前に置いてください。

•	 不安定なものや倒れやすいものを置いたまま使用
しないでください。
不安定なものや倒れやすいものは別の部屋に移動
してください。

•	 ロボットクリーナと同じ高さに操作部がある設備
や機器は移動してください。

•	 火のついたろうそくや壊れやすいものは片付けて
ください。
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•	 台車や車椅子などキャスター付きのものや、動き
やすい軽い椅子などはキャスターをロックするか
片付けてください。

•	 巻き込みそうなコード類を放置した状態で使用し
ないでください。
電源コードはロボットクリーナが引っかからない
ように壁際に沿わせてください。

•	 ひもやベルトなど細長いものは片付けてください。
•	 吸い込まれやすい小物や高価なものは片付けてく
ださい。

•	 作業台や椅子、工具、板など、走行を妨げるもの
は片付けてください。

•	 動物などの排泄物や液体は吸い込むと故障の原因
になります。片付けてください。

•	 マットなどの飾り房は中に折り込んでください。

•	 カーテンなどの床に垂れ下がった部分は上げてく
ださい。回転ブラシなどに巻き込まれる場合があ
ります。

•	 マットやじゅうたんなど、薄くて滑りやすい敷物
は片付けてください。敷物やサイドブラシを傷め
る場合があります。

•	 薄い紙や布、ビニール袋などは片付けてください。
•	 屋外に通じる場所ではロボットクリーナが屋外に
出ないよう、扉を閉めてください。扉を閉められ
ない場合は、使用しないでください。また、ロボッ
トクリーナを入れたくない部屋の扉も閉めてくだ
さい。

•	 滑りやすい床面だと正しく走行できない恐れがあ
りますので、ご使用前に確認してください。

•	 清掃する通路は80 cm以上あけてください。
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ご使用の準備

サイドブラシを取り付ける

警告
サイドブラシを取り付けるときは、ロボットクリー
ナからバッテリが取りはずされていることを確認し
てください。
•	 ロボットクリーナにバッテリを差したまま行
うと、感電やけがの原因になります。

サイドブラシを取り付けるときは、ロボットクリーナ
や床面にキズが付かないよう、マットなどを敷いてく
ださい。

1.	 ロボットクリーナを裏返します。
2.	 サイドブラシのロックレバーを （解除マー

ク）へずらします。

1

2

	► 1. ロックレバー  2. サイドブラシ

3.	 ロボットクリーナ裏側の軸と、サイドブラシの穴
の形が合うように、サイドブラシを取り付けます。

4.	 サイドブラシのロックレバーを （固定マーク）
へ、カチッと音がするまで押し込みます（イラス
トの位置までしっかりと押し込んでください）。

•	 取り付け後、サイドブラシを軽く持ち上げて、ロ
ボットクリーナからはずれないことを確認してく
ださい。

•	 サイドブラシは左右2個取り付けてください。

ダストボックスを開梱する

警告
ロボットクリーナのふたを開けるときは、ロボット
クリーナからバッテリが取りはずされていることを
確認してください。
•	 ロボットクリーナにバッテリを差したまま行
うと、感電やけがの原因になります。

1.	 ふた開ボタン（ ）を押すとふたが開きま
す。
ふたが勢いよく開くのでご注意ください。
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2.	 ダストボックスを取り出します。

3.	 梱包材を取りはずします。

4.	 ダストボックスをロボットクリーナに戻し、カチッ
と音がするまでふたを閉めます。
閉めるときは指をはさまないようにご注意くださ
い。

リモコンに電池を入れる
1.	 リモコンのふたの を押しながら、矢印の

方にスライドさせはずします。

2.	 向きを確認して電池を入れます。

3.	 ふたを取り付けます。

注
•	 電池は+極と - 極を正しい向きで入れてください。
•	 電池は単 4形乾電池が 2本必要です。2本とも同
じ種類の新しい電池を入れてください。

•	 液漏れや破裂による故障防止のために、長期間使
わないときは、電池を取り出してください。

•	 電池の溶液が目に入ったり、肌や衣服に付いたりし
たときは、すぐにきれいな水で洗い流してください。

•	 リモコンに衝撃を与えたり水に濡らしたりしない
でください。また、直射日光の当たる場所やストー
ブなどの近くには置かないでください。故障の原
因となります。
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バッテリ（別販売品）を取り
付ける／取りはずす
•	 バッテリは1個だけ装着した状態でも動作します。
•	 バッテリを2個装着すると長時間運転が可能です。

取り付け方
警告

バッテリは奥まで確実に差し込んでください。ボタ
ン上部の赤色部が見えている場合は完全にロックさ
れていません。赤色部が見えなくなるまでしっかり
差し込んでください。
•	 差し込みが不十分ですと、はずれて事故や故障
の原因になります。

バッテリをロボットクリーナの溝に合わせ、奥まで確
実に差し込みます。バッテリが完全にロックされると
カチッと音がします。

注

バッテリを取り付ける際は、ロボットクリーナとバッ
テリのあいだで指をはさまないように注意してくださ
い。

取りはずし方
警告

バッテリを取りはずすときは、ロボットクリーナの
電源が切れていることを必ず確認してください。ロ
ボットクリーナがスタンバイ状態（27 ページ
参照）のときにバッテリを取りはずさないでくださ
い。
•	 電源を入れたままバッテリをはずすと、故障の
原因になります。

バッテリのボタンを操作しながら、バッテリを持ち上
げます。

電源を入れる／切る
•	 電源を入れると、ロボットクリーナはスタンバイ
状態になります。スタンバイ状態で掃除や設定変
更、アプリとの接続ができます。

•	 スタンバイ状態でロボットクリーナ、リモコンま
たはアプリによる操作が約 30分実施されない場
合、ロボットクリーナの電源が切れます（ただし、
上記状態でもスマートフォン接続ランプ点灯時は
電源が切れません）。

•	 作業終了時や保管時は、電源を切ってください。
•	 ロボットクリーナがスリープ状態のときは、アプ
リでの通信はできません。

•	 ロボットクリーナの電源が切れているときは、リ
モコンやアプリで操作することはできません。

電源の入れ方
1.	 ロボットクリーナの電源が切れている状態で、ロ

ボットクリーナのスタート／ストップボタンを押
します。
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2.	 時刻が表示されるまで操作せずにお待ちください。
初めて使用する場合は、まず時刻設定が必要です。
時刻を設定してください（39 ページ参照）。

1

2

► 1.時刻表示部に［LOAd］が点滅し、4つのクリー
ンレベルランプが時計回りに点灯および消灯しま
す。起動の進捗に合わせてランプの切り替わり速
度が速くなります。

2.すべてのランプが点灯した後に、ロボットクリー
ナの起動は完了します（スタンバイ状態）。

電源の切り方
ロボットクリーナのスタート／ストップボタンを長押
しします。または、リモコンの電源切ボタンを押します。
電源が完全に切れると、ロボットクリーナの表示部や
ランプが消灯するのでバッテリを抜かずにお待ちくだ
さい。
作業終了時や保管時は、電源を切り、バッテリをはず
してください。

注

完全に電源が切れる前（表示やランプが消える前）に、
バッテリを抜かないでください。保存したマップ情報
や掃除の履歴が消える恐れがあります。

ロボットクリーナのバッテリ残容量ラン
プの見方

バッテリ残容量ランプの
状態

バッテリの残容量

約60 %以上

約 20～ 60 %

約 20 %未満

残量なし
バッテリ未装着

残容量は目安であり、使用条件や室温、バッテリの種
類や消耗状態により異なる場合があります。

掃除の前に設定しておくこと
掃除の前に、必要に応じてロボットクリーナの設定を
してください。

吸引ファンのオン／オフを切り替える
目に見える大きなゴミだけを掃除する場合は、吸引
ファンをオフにすることで運転時間を長くすることが
できます。吸引ファンのオン／オフを切り替えるには、
32 ページを参照してください。

サウンドのオン／オフを切り替える
ロボットクリーナのサウンドをオフに設定すると、サ
ウンドを鳴らさずに掃除します（40 ページ参照）。

センサーウォール機能を設定する
センサーウォール機能をオンにすると、ロボットクリー
ナは床面に設置したセンサーウォールシートを認識し
ます。センサーウォールシートが境界線となり、セン
サーウォールシートより先には進入しなくなるため、
走行エリアを制限することができます。センサーウォー
ル機能を設定するには、35 ページを参照してくださ
い。
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使い方

掃除をする
•	 ロボットクリーナの清掃モードは3つあります。
- 手動の清掃（リモコン操作）
- フリー清掃モード
- マッピング清掃モード

•	 いろいろな部屋や、頻繁にレイアウトが大きく変
わる環境で掃除をしたいときは、フリー清掃モー
ドをおすすめします。

•	 マッピング時に明るさが十分に取ることができな
い部屋はフリー清掃モードを使用してください。

•	 ロボットクリーナはバッテリ残量が少なくなると、
掃除を中断して、掃除を開始した地点に戻ります。

リモコンで部屋を掃除する
リモコンの操作ボタンを押して、ロボットクリーナを
操作して掃除することができます。

1

4

2 3

1.	 前進： を押します。

2.	 左回転： を押します。

3.	 右回転： を押します。

4.	 後退： を押しながら、 を押します。

注

•	 狭い場所や段差があるところでは、ロボットクリー
ナを操作しないでください。

•	 リモコンで操作するときは、衝突や落下しないよ
うに注意してください。

•	 ロボットクリーナが前進中に障害物があると、回
避しようと後進します。

マッピングをしないで部屋を掃除する
（フリー清掃モード）
1.	 掃除を開始したい場所の壁際にロボットクリーナ

を置きます。
2.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

3.	 モード切替ボタンを押して、［F］（フリー清掃モー
ド）を選択します。
モード切替ボタンを押すたびに、表示は F、1、2、
3、4、5、F…（数字は部屋番号）の順に変わります。

4.	 スタート／ストップボタンを押すとサウンドが鳴り
掃除を開始します（サウンドがオンの設定のとき）。

5.	 掃除が終わったとロボットクリーナが判断すると、
ロボットクリーナは掃除を開始した場所に戻ります。

•	 サウンドがオンに設定されているときは、掃除終了
をサウンドでお知らせします（40 ページ参照）。

•	 ロボットクリーナは LiDARセンサとカメラセンサ
を使用して、自己位置を計算しています。カメラ
センサを十分に機能させるため、部屋を明るくし
て掃除することをおすすめします。部屋が暗いと、
掃除できない場所が発生したり、掃除を開始した
場所に正確に戻れないことがあります。
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マッピングをして部屋を掃除
する

部屋情報登録する（マッピング）
•	 掃除する部屋が決まっているときは、ロボットク
リーナに部屋情報を登録（マッピング情報の登録）
すると、効率的に掃除をすることができます。また、
マッピング後は、アプリから清掃結果の確認や侵
入禁止エリアの設定ができるようになります。

•	 登録できる部屋数は5つです。
•	 マッピング時は部屋を明るくしてください。
•	 マッピング中はロボットクリーナから離れてくだ
さい。

•	 マッピング中はロボットクリーナを持ち上げないで
ください。

•	 ロボットクリーナの半径約 11 m 以内に高さ
25 cm以上の障害物がないと、マッピングができ
ません。このようなときはフリー清掃モードをお
すすめします（29 ページ参照）。

1.	 掃除を開始したい場所にロボットクリーナを置き
ます。

•	 この開始位置は掃除するときの開始位置になります。
•	 開始位置は位置が変わりにくい壁の近く、部屋の
角などをおすすめします。

•	 壁との距離は30 cmほど離してください。
2.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

3.	 モード切替ボタンを押して、マッピングしていな
い部屋番号を選択します。

•	［F］はフリー清掃モードです（29 ページ参照）。
•	 マッピングしていない部屋番号は点滅表示となり、
部屋登録ランプが点灯します。

•	 マッピング済みの部屋番号は点灯表示となり、部
屋登録ランプは点灯しません。

4.	 スタート／ストップボタンを押すと、ロボットク
リーナがマッピングを開始します。マッピング後
はマッピングを開始した場所（掃除の開始地点）
に戻り、部屋登録を完了します。

•	 マッピング終了後、ロボットクリーナはスタンバ
イ状態になります。スタンバイ状態になるまで時
間がかかる場合がありますが、電源を切らずにお
待ちください。

•	 サウンドがオンに設定されているときは、マッピ
ング終了をサウンドでお知らせします。

•	 マップ作成がうまくいかない場合は、アプリを使
用してのマニュアルマッピング機能の利用（69 
ページ参照）をおすすめします。

マッピングした部屋を掃除する
•	 マッピング清掃モードは、マッピング済みの部屋
をロボットクリーナが効率良く掃除するように動
作します。

•	 マッピング清掃モードを使用するには、マッピン
グ情報の登録が必要になります（30 ページ参
照）。

1.	 マッピング作業開始地点にロボットクリーナを置
きます。
可能な限り、マッピング作業開始時と同じ向きで
置くと、よりスムーズに掃除を始めます。

2.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

3.	 モード切替ボタンを押して、マッピング済みの部
屋番号を選択します。

•	［F］はフリー清掃モードです（29 ページ参照）。
•	 マッピングしていない部屋番号は点滅表示となり、
部屋登録ランプが点灯します。

•	 マッピング済みの部屋番号は点灯表示となり、部
屋登録ランプは点灯しません。
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4.	 スタート／ストップボタンを押すと、掃除を開始
します。

5.	 掃除が終わると、ロボットクリーナは掃除を開始
した場所に戻ります。

•	 ロボットクリーナは部屋全体のうち、どの程度掃
除できたかをクリーンレベルランプで表示します。

•	 サウンドがオンに設定されているときは、掃除終了
をサウンドでお知らせします（40 ページ参照）。

•	 掃除対象エリアが広く、一度ですべて掃除できな
い場合は、［連続クリーニング］の設定をおすすめ
します（75 ページ参照）。

クリーンレベルランプの見方
マッピングした部屋の面積に対して、掃除が完了した
範囲の割合をクリーンレベルランプでお知らせします。

クリーンレベルランプの状態 掃除が完了した範囲の割合

90 %以上

75 % ～ 90 %

50 % ～ 75 %

25 % ～ 50 %

マッピング情報を削除する
1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

2.	 モード切替ボタンを押して、マッピング情報を削
除したい部屋の番号を選択します。

•	 モード切替ボタンを押すたびに、部屋番号は F、1、
2、3、4、5、F…の順に変わります（［F］はフリー
清掃モードのため、マッピング情報の削除はでき
ません）。

•	 マッピングした部屋番号は点灯表示されます。

3.	 モード切替ボタンを長押しすると、時刻表示部に
［dEL］が約 10秒表示されます。

4.	 ［dEL］が表示中に確定ボタンを押します。

•	［dEL］が表示中に確定ボタンを押さないと、ロボッ
トクリーナはスタンバイ状態に戻ります。

•	 マッピング情報が削除されると、選択した部屋番
号は点滅し、未登録になります。
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掃除を一時停止／終了する
1.	 運転中にスタート／ストップボタンを押すと、ロ

ボットクリーナは一時停止状態になります。
再度、スタート／ストップボタンを押すと、停止
前と同じ運転モードで運転を再開します。

2.	 掃除を途中で終了するには、ロボットクリーナが
運転中または一時停止状態のとき、リモコンのス
タート地点ボタンを押します。掃除を開始した場
所に戻り、スタンバイ状態になります。

•	 すぐに掃除を終了したいときは、一時停止状態で
モード切替ボタンを押すと、スタンバイ状態にな
ります。

•	 スタート地点に戻さずに掃除を終了したときは、
正しく清掃履歴が保存されない場合があります。

吸引ファンのオン／オフを切
り替える
•	 目に見える大きなゴミだけを掃除する場合は、吸
引ファンをオフにすることで運転時間を約 2倍長
くすることができます。

•	 リモコンやアプリからも吸引ファンの設定ができ
ます（32 、63 ページ参照）。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にして、設定
ボタンを押して設定選択モードにします。

2.	 次ボタンを押して、吸引ファンランプを点滅させ
ます。

3.	 上／下ボタンでオン／オフを切り替えることがで
きます。オン／オフを選択したら、確定ボタンを
押して設定を確定してください。

•	 オン：吸引ファンランプ点灯
•	 オフ：吸引ファンランプ消灯

注

吸引ファンがオフのときは、フィルタが目詰まりして
いてもフィルタお手入れランプは点灯しません。

リモコンで吸引ファンのオン／オフを
切り替える
ロボットクリーナをスタンバイ状態にして、リモコン
の吸引入／切ボタンを押すと、オン／オフを切り替え
ることができます。
また、リモコンで設定する場合は、清掃中でもオン／
オフの切り替えができます。
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位置おしらせ機能を使う
•	 広い場所や見えない場所に入り込むなどしてロ
ボットクリーナが見つからないときに、ロボット
クリーナがブザーとライトで位置をお知らせする
機能です。

•	 リモコンの位置おしらせブザー／ライトボタンを
押すと、ブザー音が約 10秒間鳴り、ポジション
LEDが点滅します。

•	 位置おしらせ機能を途中で止めるときは、もう一
度位置おしらせブザー／ライトボタンを押します。

注

•	 次の場合は、位置おしらせ機能が使用できません。
•	 ロボットクリーナの電源が切れているとき
•	 バッテリ残容量がなくなったとき
•	 リモコンの電波が届かない位置にロボットク
リーナがあるとき

•	 リモコンの電池が切れているとき
•	 アプリからも位置おしらせ機能が使用できますが、
事前にスマートフォンとロボットクリーナを接続
しておく必要があります。ロボットクリーナがス
リープ状態の場合、アプリからは使用できません。

入タイマー／切タイマーを使
う
入タイマーと切タイマーは同時使用可能です。

入タイマーをセットする
予約時間になると選択した掃除モードで掃除をスター
トします。タイマーを設定する前に、時刻を設定して
ください（39 ページ参照）。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

2.	 入タイマーボタンを長押しして入タイマー時間を
設定変更します。

•	 変更方法は時刻設定と同じです（39 ページ参
照）。

•	 入タイマー機能は10分単位で設定できます。

3.	 確定ボタンを押して、時刻を確定します。
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入タイマーを使う
1.	 入タイマーボタンを押して、入タイマー機能を有

効にします。
入タイマーランプが点灯し、設定時刻が 2回点滅
します。
入タイマー機能を無効にするには、再度入タイマー
ボタンを押して入タイマーランプを消灯してくだ
さい。 

2.	 ロボットクリーナの運転モードを選択します
（29 、30 ページ参照）。

3.	 スタート／ストップボタンを押すと、入タイマー
機能での掃除が予約されます（スリープ状態）。
入タイマー機能を解除するには、スタート／ストッ
プボタンを再度押して、ロボットクリーナをスタ
ンバイ状態にしてください。予約後、設定時間を
確認するには、スタート／ストップボタン以外を
押すと、設定時刻が3秒間点灯します。

注

•	 電源を切ったり、バッテリ残容量が完全になくなっ
たりした場合は、予約内容は解除されます。

•	 バッテリが不足しているときは、入タイマー予約
運転待ちにはできません。入タイマー予約運転を
する際は、バッテリを満充電にしておくことをお
すすめします。

•	 電源が切れているときは、入タイマー予約運転が
できません。

•	 スリープ状態でも電力を消費するため、入タイマー
使用時は使用しない場合と比べて多少運転時間が
減少します。

使用例のイメージ：朝、自動で掃除をさせたい場合
（AM7:30 に入タイマーを設定、AM9:00 に切タイマー
を設定）

1

4

2

3

	► 1. AM7:30 起動（入タイマー）  2. 掃除  	
3. AM9:00 掃除終了（切タイマー）  4. スタート地
点に戻る。

•	 時間／分の調整時、上／下ボタンを長押しすると、
時間／分が速く変わります。

•	 タイマーの時間設定が完了しているときは、
P.34 「入タイマーを使う」のみ行ってください。

切タイマーをセットする
掃除開始後、予約時間になると掃除を終了し、スター
ト地点に戻ります。タイマーを設定する前に、時刻を
設定してください（39 ページ参照）。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

2.	 切タイマーボタンを長押しして切タイマー時間を
設定変更します。

•	 変更方法は時刻設定と同じです（39 ページ参
照）。

•	 切タイマー機能は10分単位で設定できます。
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3.	 確定ボタンを押して、時刻を確定します。

切タイマーを使う
切タイマーボタンを押して、切タイマー機能を有効に
します。
切タイマーランプが点灯し、設定時刻が 2回点滅しま
す。
•	 すぐに掃除を開始して切タイマーを使う場合は、
掃除モードを選択し、掃除を開始してください。

•	 入タイマーと併用して切タイマーを使う場合は、
33 ページを参照してください。

•	 切タイマーを解除するには、スタンバイ状態で切
タイマーボタンを再度押して、切タイマー機能を
無効にします。

注

•	 電源を切ったり、バッテリ残容量が完全になくなっ
たりした場合は、切タイマーの設定は無効になり
ます。

•	 バッテリ残容量が少ないときは、切タイマー設定
時間よりも前に運転を停止する場合があります。

•	 掃除環境によっては開始位置に戻るまでに時間が
かかることがあります。その場合は切タイマー時
刻を早めに設定して調整してください。

使用例のイメージ：夕方、自動で 30分だけ掃除をさ
せたい場合（19:00 に入タイマーを設定、19:30 に切
タイマーを設定）

1

4

2

3

	► 1. 19:00 起動（入タイマー）  2. 掃除  3. 19:30
掃除終了（切タイマー）  4. スタート地点に戻る。

•	 時間／分の調整時、上／下ボタンを長押しすると、
時間／分が速く変わります。

•	 タイマーの時間設定が完了しているときは、
P.35 「切タイマーを使う」のみ行ってください。

掃除範囲を制限する

警告
侵入や落下によって事故が発生する可能性がある場
所との境界線として、センサーウォールシートを使
用しないでください。
•	 ロボットクリーナの侵入や落下による、事故や
けがの原因になります。

ロボットクリーナの侵入や落下の可能性がある場所
には、高さ 25 cm 以上の壁になるもの（ロボット
クリーナが当たっても移動や転倒しないもの）を平
面に設置してください。

•	 センサーウォールシート（別販売品）を床面に設
置して境界線を作ることで、掃除範囲を制限する
ことができます。ロボットクリーナはセンサー
ウォールシートを検知して回避します。
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•	 次のような場合に、ロボットクリーナの掃除範囲
を設定します。

1 2 3

	► 1. 掃除するエリア  2. センサーウォールシート  	
3. 走行させたくないエリア

•	 一度に清掃できない広いスペースを複数に分けて
清掃したいとき

•	 ロボットクリーナが入ってほしくない場所がある
とき

•	 ロボットクリーナが入り込んで抜け出せなくなる
場所があるとき

•	 低い段差を越えて落ちてしまうとき
•	 段差の途中に引っかかってしまうとき

1.	 次のことに気を付けて、センサーウォールシート
を設置します。

•	 走行させたくないエリアから約15 cmほど離れた
位置にセンサーウォールシートを設置してくださ
い。

•	 できるだけ平らな床面に、センサーウォールシー
トが浮かないように設置してください。ロボット
クリーナがシートをずらしてしまい、シートを正
しく認識しない原因になります。

•	 センサーウォールシートをくぼんだ面や段差など
に設置すると、シートを正しく認識しない原因に
なります。

•	 センサーウォールシートは純正品であることを確
認してください。純正品ではない場合、性能や安
全性を保証できかねます。

•	 床面によっては、床面が汚れる場合がありますの
で、十分に確認の上ご使用ください。

•	 床面や使用環境によっては、センサーウォールの
センサが誤認識しやすい場所や、センサーウォー
ルシートの汚れや破れが発生しやすい場合があり
ますので、十分に確認の上ご使用ください。

2.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にして、設定
ボタンを押して設定選択モードにします。

3.	 次ボタンを押して、センサーウォールランプを点
滅させます。

4.	 上／下ボタンでオン／オフを切り替えることがで
きます。オン／オフを選択したら、確定ボタンを
押して設定を確定してください。

•	 オン：センサーウォールランプ点灯
•	 オフ：センサーウォールランプ消灯
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注

•	 センサーウォール機能は、センサーウォールシー
トを磁気センサで認識しています。センサーウォー
ルシートに破れ、浮きなどがあるとき、シートを
認識できない場合があります。

•	 センサーウォールシートの破れ、設置のずれなど
がないか定期的に確認してください。破れなどが
あるときは、新しいものに交換してください。

•	 磁気を発生しているものの付近では、センサー
ウォール機能が働く場合があります。センサー
ウォール機能を働かせたくないときは、センサー
ウォール機能をお切りください。

•	 人やものが多く通るところは、センサーウォール
シートが踏まれ、損傷します。シートが劣化した
ときは、新しいものを貼り直してください。

•	 床の材質によってセンサーウォールシートを検知
する際にロボットクリーナが接触してシートをず
らすことがあります。シートを床に貼り付け使用
することをおすすめします。

•	 センサーウォールシートはハサミで切って使用す
ることもできます。

別販売品の取り付け／取りは
ずし／使い方
別販売品の取り付け方や取りはずし方、使い方は下記
ページを参照してください。

別販売品 参照 
ページ

備考

センサーウォール
シート

35 ‐

回転ブラシ
ソフト回転ブラシ

44 取扱方法は、付属
品の回転ブラシと
同じです。

HEPAフィルタ 42 付属品のHEPA
フィルタと同じで
す。

サイドブラシ
ソフトサイドブラシ

44 取扱方法は、付属
品のサイドブラシ
と同じです。

バッテリ 27 ‐

回転ブラシカバー 44 付属品の回転ブラ
シカバーと同じで
す。

フェンススタンド	
フェンスボード

20 ‐

バンパクッション 18 ‐

ゴミの捨て方

警告
ロボットクリーナのふたを開けるときは必ず電源を
切り、ロボットクリーナからバッテリを抜いてくだ
さい。
•	 ロボットクリーナにバッテリを差したまま行
うと、感電やけがの原因になります。

1.	 ふた開ボタン（ ）を押すとふたが開きます。

ふたが勢いよく開くのでご注意ください。

2.	 ダストボックスを取り出します。
ダストボックスの開口部を下に向けて持たないで
ください。開口部からゴミがこぼれることがあり
ます。
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3.	 ロックを 2か所解除し、ふたを開けます。

4.	 ダストケースを取り出します。
フィルタ側のふたを開けないようにご注意くださ
い。

5.	 ダストケースとダストボックスのゴミを捨て、フィ
ルタのゴミやほこりを取ります。
汚れがひどいときは、フィルタを取りはずして水
洗いをしてください（42 ページ参照）。

6.	 ダストケースをダストボックスに戻し、ふたを閉
め、2か所のロックを固定します。

7.	 ダストボックスをロボットクリーナに戻し、カチッ
と音がするまでふたを閉めます。
閉めるときは指をはさまないようにご注意くださ
い。

注

•	 掃除が終わったら、毎回ゴミを捨ててフィルタを
お手入れしてください。ゴミを捨てずにそのまま
掃除を続けると、フィルタが目詰まりして吸引力
が弱くなります。

•	 ダストボックス、フィルタは正しく取り付けてく
ださい。
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ロボットクリーナの設定

時刻を設定する
初めて使用する際は、時刻設定から始まります。

1.	 上／下ボタンで［AM］または［PM］、表示なし（24
時間表示）から表示形式を選択し、次ボタンで確
定します。
次ボタンを押すと、時間が点滅します。

2.	 上／下ボタンで時間を選択し、次ボタンで確定し
ます。
次ボタンを押すと、分が点滅します。

3.	 上／下ボタンで分を選択し、次ボタンで確定しま
す。

4.	 確定ボタンを押して、時刻を確定します。

注

•	 時間／分の調整時、上／下ボタンを長押しすると、
時間／分が速く変わります。

•	 長期間使用していない場合、保管温度などにより
設定した時刻がずれたり、内蔵電池残量がなくな
るとリセットされる場合があります（再充電は、
P.53 「操作パネル」を参照）。

時刻を再設定する
ロボットクリーナとスマートフォンを接続するとス
マートフォンの時刻がロボットクリーナに自動設定さ
れます。手動で再設定する場合は以下の操作をしてく
ださい。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

2.	 入タイマーボタンと切タイマーボタンを同時に長
押しすると、［AM］または［PM］の表示形式が
点滅します（前回 24時間表示に設定した場合は
点滅しません）。

3.	 P.39 「時刻を設定する」の手順 1 以降に従い、
時刻を設定します。
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Wi-Fi® を設定する（ロボット
クリーナとスマートフォン）
•	 アプリからロボットクリーナの操作をするには、
アプリとロボットクリーナのWi-Fi® 設定をしてく
ださい（57 ページ参照）。

•	 アプリはスマートフォンにあらかじめインストー
ルしてください。

•	 ロボットクリーナはスマートフォンのアクセスポイ
ントになります。スマートフォンがロボットクリー
ナと接続しているとき、ロボットクリーナ以外の
ネットワークに接続していない状態になります。

•	 ロボットクリーナとスマートフォンを接続すると
きはスマートフォン接続ボタンを押してください。	
Wi-Fi® 接続すると、スマートフォン接続ランプが
点滅します。

•	 Wi-Fi® を使用しないときはスマートフォン接続ボ
タンを押して、スマートフォン接続ランプを消灯
してください。

•	 複数台のロボットクリーナをひとつのアプリで管
理することができます。その場合は、一台ずつア
プリと無線接続してください。

サウンドを設定する
•	 ロボットクリーナのサウンドの有無が設定できま
す。

•	 リモコンからもサウンドの設定ができます。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にして、設定
ボタンを押して設定選択モードにします。

2.	 次ボタンを押して、サウンドランプを点滅させま
す。

3.	 上／下ボタンでオン／オフを切り替えることがで
きます。オン／オフを選択したら、確定ボタンを
押して設定を確定してください。

•	 オン：サウンドランプ点灯（サウンド有効）
•	 オフ：サウンドランプ消灯（サウンド無効）

注

サウンドをオフに設定しても、エラーなど通知のため
サウンドが鳴る場合があります。

リモコンでサウンドのオン／オフを切
り替える
ロボットクリーナをスタンバイ状態にして、リモコン
のサウンド入／切ボタンを押すと、オン／オフを切り
替えることができます。
また、リモコンで設定する場合は、清掃中でもオン／
オフの切り替えができます。
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設定をリセットする
ロボットクリーナを工場出荷時の状態に戻すことがで
きます。

1.	 ロボットクリーナをスタンバイ状態にします
（27 ページ参照）。

2.	 下ボタンと設定ボタンを長押しします。
時刻表示部に［dEL］が表示され、エラーランプ
以外のアイコンとランプが点滅します。

3.	 ［dEL］が表示中（約10秒）に確定ボタンを押します。
•	［dEL］が表示中に確定ボタンを押さない場合、ロ
ボットクリーナはスタンバイ状態に戻ります。

•	 ロボットクリーナがリセット処理を実行している
ときは、バッテリ残容量ランプ以外のアイコンや
ランプは消灯します。このとき操作パネルのボタ
ンを押しても、ロボットクリーナは動作しません
が、ボタンに触らないようにしてください。また、
バッテリを抜かないようにしてください。

4.	 リセット処理が終わると、再起動した後に時刻設
定の画面になります。

ロボットクリーナとリモコンをペアリ
ングする
リモコンを新しいものに交換したときは、ロボットク
リーナとリモコンをペアリングしてください。

1.	 ロボットクリーナのスマートフォン接続ボタンと
設定ボタンを同時に長押しして、時刻表示部に
［PAIr］を表示します。
［PAIr］は 10秒間表示されます。

2.	 ［PAIr］が表示されているあいだに、リモコンの操
作ボタン（下）とサウンド入／切りボタンを同時
に押します。
ペアリングが成功すると短い音が 2回鳴り、スタ
ンバイ状態に戻ります。

注

•	 ペアリングが失敗したときはエラー音が鳴ります。
•	［PAIr］が表示中にロボットクリーナがリモコン
からの信号を受信できない場合は、ロボットクリー
ナはスタンバイ状態に戻ります。
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お手入れ

警告
お手入れの際には必ず電源を切り、ロボットクリー
ナからバッテリを抜いてください。
•	 ロボットクリーナにバッテリを差したまま行
うと、感電やけがの原因になります。

注意
ロボットクリーナを最適な状態で維持するために、
この章のお手入れを定期的に行ってください。問題
が発生した場合は、ロボットクリーナの使用を中止
し、お買い上げの販売店、または当社営業所に修理
をお申し付けください。

保守点検
ダストボックスとフィルタのお手入れ
／交換
•	 ロボットクリーナの吸引力が弱くなったときや汚
れが気になるとき、フィルタお手入れランプがつ
いたときは、フィルタをはずして水洗いしてくだ
さい。

•	 新聞紙などを敷いて、お手入れしてください。
•	 薬剤または約 40 ℃以上のお湯などを使用しない
でください。

1.	 P.37 「ゴミの捨て方」の手順 1. から手順 5. に
従って、ゴミを捨てます。

2.	 ダストケースをダストボックスに戻し、いったん
ダストボックスのふたを閉めます。

3.	 フックをはずして、フィルタ側のふたを開けます。

1

	► 1.フック

4.	 フィルタをダストボックスからはずします。
フィルタを取りはずすときは、ゴミが舞い上がら
ないようゆっくりと作業してください。

5.	 フィルタを軽くたたいて、ゴミやほこりを落とし
ます。

•	 フィルタを強くこすったり、指で押さえたりしな
いでください。

•	 先のとがったもの（つまようじなど）は、破損の
原因になるので使用しないでください。

6.	 ロボットクリーナの吸引力が弱いときは、フィル
タを水洗いします。
臭いが気になるときは、薄めた中性洗剤に約 3時
間つけた後で水洗いしてください。
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7.	 ダストボックスの汚れが気になるときは、水また
は薄めた中性洗剤で洗います。

8.	 フィルタまたはダストボックスを水洗いしたとき
は、風通しの良いところで十分に陰干しします。

•	 乾燥が不十分のままご使用になりますと、吸引力
を低下させるばかりでなく、モータの寿命が低下
する原因になります。

•	 水分が残ったまま使用すると、臭いの発生や故障
の原因になります。

•	 乾燥時間の目安は約1日です。
•	 ドライヤーやブロワなどで乾燥しないでください。
9.	 フィルタをダストボックスに取り付けます。

乾いたティッシュペーパーをはさむと、フィルタ
にゴミが付きにくくなります。ゴミを捨てるとき
に、ティッシュペーパーは新しいものに交換して
ください。

10.	フィルタ側のふたを閉め、フックがかかったこと
を確認し、2か所のロックを固定します。

11.	ダストボックスをロボットクリーナに戻し、カチッ
と音がするまでふたを閉めます。
閉めるときは指をはさまないようにご注意ください。

注

•	 フィルタ類を取りはずしたままロボットクリーナ
を使用しないでください。また、フィルタ類が破
損した状態、または汚れた状態で使用しないでく
ださい。

•	 フィルタは水洗いができますので定期的（1～ 2ヶ
月毎）に粉じんを水で洗い流してください。

•	 フィルタが劣化したときは、新しいフィルタに交
換してください。

•	 フィルタは消耗品ですので、予備品を準備される
ことをおすすめします。

•	 ブラシやヘラなどかたいものでフィルタをこすっ
てキズを付けないようにしてください。

•	 HEPAフィルタはキズ付きやすいので、エアブロ
ワや高圧洗浄機で掃除をしないでください。
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ロボットクリーナ裏側をお手入れする
際のご注意
•	 お手入れの前に、ダストボックスを取り出してく
ださい（37 ページ参照）。取り出さないと開口
部からゴミがこぼれることがあります。

•	 サイドブラシや回転ブラシ、ロボットクリーナ裏
側、車輪類をお手入れするときは、ロボットクリー
ナを裏返してください。

•	 お手入れの際は、ロボットクリーナや床面にキズ
が付かないよう、また LiDARセンサに力がかから
ないように、厚みのあるマットなどを敷いてくだ
さい。

•	 裏返した状態でロボットクリーナの裏側を強く押
さえないでください。強く押すと、ロボットクリー
ナの破損の原因となる可能性があります。

サイドブラシのお手入れ／交換
•	 エラー表示（48 ページ参照）が出たり、ゴミ
や毛がからみついたりしたときは、サイドブラシ
をお手入れしてください。

•	 サイドブラシの毛が曲がったり、抜けたりしたと
きは、新しいものに交換してください。

•	 サイドブラシが回らない、または回りにくい場合
は、サイドブラシをはずしてからお手入れしてく
ださい。

1.	 マットなどの上で、ロボットクリーナを裏返します。
2.	 サイドブラシのロックレバーを  （解除マー

ク）へずらします。

1

2

	► 1. ロックレバー  2. サイドブラシ

3.	 サイドブラシを取りはずします。
4.	 サイドブラシにからみついた髪の毛やゴミをピン

セットなどで取り除きます。

5.	 サイドブラシをロボットクリーナに取り付けます
（25 ページ参照）。

回転ブラシのお手入れ／交換
•	 エラー表示が出たり（48 ページ参照）、糸くず
や輪ゴム、毛髪や動物の毛がからみついたりした
ときは、回転ブラシをお手入れしてください。

•	 回転ブラシの毛が摩耗して短くなってきたら、回
転ブラシを交換してください。

1.	 マットなどの上で、ロボットクリーナを裏返します。
2.	 回転ブラシカバーのフックをつまんではずします。
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3.	 回転ブラシカバーを取りはずします。
回転ブラシカバーは分解しないでください。

4.	 回転ブラシを取り出します。

5.	 回転ブラシ、回転ブラシカバー、回転ブラシ収納部、
ジョイントを下記に従ってお手入れをします。

各部 お手入れ方法

回転ブラシ 回転ブラシに付いている軸受けキャッ
プを取りはずし、からまったゴミを取
り除きます。
からみついた毛髪や糸くずなどは、ブ
ラシの溝に沿ってハサミで短く切って
から取り除いてください。付着した粉
じんは水で洗い流してください。

1

	► 1. 軸受けキャップ

回転ブラシ
カバー

水または薄めた中性洗剤を付けた布で
きれいに拭いてください。汚れが気に
なるときは、水で洗い流してください。

回転ブラシ
収納部

水または薄めた中性洗剤を付けた布で
きれいに拭いてください。
水洗いはできません。

ジョイント ロボットクリーナに付いているジョイ
ントは、ジョイントが回らないように
押さえながらドライバーでネジをゆる
め、手でつまんで取りはずします。
ロボットクリーナ内部にからまったゴ
ミを取り除きます。

1 2
	► 1. ジョイント  2. ネジ

注

シンナーやベンジン、アルコールなどは変質や変色の
原因となりますので使用しないでください。
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6.	 水洗いした部品は、風通しの良いところで十分に
陰干しします。

•	 乾燥が不十分のままご使用になりますと、吸引力
を低下させるばかりでなく、モータの寿命が低下
する原因になります。

•	 水分が残ったまま使用すると、臭いの発生や故障
の原因になります。

•	 乾燥時間の目安は約1日です。
•	 ドライヤーやブロワなどで乾燥しないでください。
7.	 軸受けキャップを回転ブラシの元の位置に戻します。
8.	 ジョイントをロボットクリーナにネジで取り付け

ます。
9.	 回転ブラシのホルダの形状とロボットクリーナの

ジョイントの溝が合うように取り付けます。

10.	軸受けキャップを回して向きを合わせ、ロボット
クリーナに差し込んでください。

11.	回転ブラシカバーを取り付けます（フックをカチッ
と音がするまで押し込む）。

•	 サイドブラシを回転ブラシカバーにはさみ込まな
いようにご注意ください。

•	 一度サイドブラシを取りはずすか、サイドブラシ
を図の方向に回転させながら回転ブラシカバーを
取り付けると、はさみ込みにくくなります。

車輪類のお手入れ
•	 ゴミや毛がからみついたりしたときは、車輪類を
お手入れしてください。

•	 車輪類はロボットクリーナから取りはずさないで
ください。

•	 キャスターにからみついたゴミを取ってください。
取りにくい場合は、先の細いハサミやピンセット
などで取り除いてください。

•	 左右の駆動車輪は車輪を回しながらゴミを取って
ください。このとき、手をはさまないようご注意
ください。
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ロボットクリーナのお手入れ

注

•	 シンナーやベンジン、アルコールなどは変質や変
色の原因となりますので使用しないでください。

•	 先のとがったもの（つまようじなど）は破損やキ
ズ付きの原因となりますので使用しないでくださ
い。

ロボットクリーナ各部のお手入れは右記の表に従って
ください。

1

2

3

4

5

6

8

7

7

7 7

7

9

番号 各部 お手入れ方法

1. ロボットクリーナ
表面

水または薄めた中性洗剤を
付けた布できれいに拭いて
ください。

2. ロボットクリーナ
内部（ダストボッ
クス収納部）

水または薄めた中性洗剤を
付けた布できれいに拭いて
ください。

3. ロボットクリーナ	
内部吸引口スポンジ

スポンジは取り出してから、
付着した粉じんを水で洗い
流してください。

4. カメラセンサ キズが付かないように柔ら
かい布または綿棒で汚れを
取り除いてください。

5. 超音波センサ 水または薄めた中性洗剤を
付けた布できれいに拭いて
ください。

6. LiDARセンサ LiDARセンサのカバー内に
付着したほこりやゴミを取
り除いてください。

7. 段差センサ	
（5か所）

キズが付かないように柔ら
かい布または綿棒で汚れを
取り除いてください。

8. ロボットクリーナ
裏側

水または薄めた中性洗剤を
付けた布できれいに拭いて
ください。

9. リモコンの表面と
ボタン

乾いた布で汚れを拭き取っ
てください。

修理について
•	 お知らせやエラー表示（48 ページ参照）の原
因を取り除いても運転ができない場合は、電源を
切ってから、入れ直してください。

•	 同じお知らせ、エラー表示が繰り返し出る場合は、
お買い上げの販売店、または当社営業所に修理を
お申し付けください。

•	 修理はご自分では行わないでください。必ずお買
い上げの販売店、または当社営業所にお申し付け
ください。

•	 修理をお申し付けの際は、ロボットクリーナ、バッ
テリ、充電器を一緒にお持ちください。
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お知らせ／エラー表示
お手入れが必要なときやエラーが起きたとき、ロボットクリーナの操作パネルに赤いランプが点灯し、エラー番号
を表示します。また、サウンドによるお知らせもあります。

お知らせとエラー表示を解除する
•	 フィルタお手入れのお知らせが出たときは、ロボットクリーナの運転はできますが、正しく動作しない場合が
あります。原因を取り除いてから、ご使用ください。

•	 エラーのお知らせが出たときは、ロボットクリーナの運転が停止します。次のように対応してください。

1.	 エラー番号を確認し、エラーの原因を取り除きます（49 ページ参照）。
•	 エラーの原因を取り除く前に、電源を切ったり、バッテリ残容量がなくなり電源が切れたりすると、ロボット
クリーナは一時的にエラーを解除します。

2.	 ロボットクリーナまたはリモコンのスタート／ストップボタンを押すと、エラー表示が解除され、ロボットク
リーナはスタンバイ状態になります。

3.	 エラーが解除されたことを確認した上で、ロボットクリーナをご使用ください。

注

•	 原因を取り除いても運転ができない場合は、ロボットクリーナを再起動してください。
•	 同じエラー表示が繰り返し出る場合は、お買い上げの販売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。



49

お手入れなどのお知らせ
ランプが点灯したら、電源を切り、バッテリを抜いてから下記に従って対処してください。

お知らせ内容 原因 対応

•	フィルタのお手入
れ必要

ゴミがたまっていたり、フィルタが目
詰まりしたりしている。

ゴミを捨て、フィルタをお手入れして
ください。
⇒ 37 、42 ページ参照

ロボットクリーナ内部や排気口にゴミ
がたまっていないか確認してください。

エラーのお知らせ
•	 時刻表示部の番号とエラーランプに従って対処してください。
•	 エラー番号の「X」の部分にはエラーの詳細に応じて数字が入ります。お買い上げの販売店、または当社営業所
へお問い合わせの際にお伝えください。

•	 原因の確認や対応の際は、必要に応じて電源を切り、バッテリを抜いてから対処してください。
•	 その他のエラー番号が表示された場合は、お買い上げの販売店、または当社営業所へお問い合わせください。

番号
原因 対応

お知らせ内容

E01X
駆動車輪のエラー

駆動車輪に糸くずや毛髪などの異物が
からみついていませんか。

異物を取り除いてください。
⇒ 46 ページ参照

ロボットクリーナが低いすき間を通る
とき、すき間にはさまってお知らせを
表示する場合があります。

故障ではありません。

E02X、E190
脱輪、ロボットクリーナ
浮き上がりのエラー

駆動車輪が脱輪していたり、車輪部が
地面から離れたりしていませんか。

ロボットクリーナを別の場所に移動し
てください。
⇒ 20 ページ参照

E030
回転ブラシのエラー

回転ブラシに糸くずや毛髪などの異物
がからみついていませんか。

異物を取り除いてください。
⇒ 44 ページ参照

E04X
サイドブラシの	
エラー

サイドブラシに糸くずや毛髪などの異
物がからみついていませんか。

異物を取り除いてください。
⇒ 25 、44 ページ参照

E060
ダストボックス、	
フィルタの未検知

ダストボックスまたはフィルタが入っ
ていません。

正しく取り付けているか確認してくだ
さい。
⇒ 37 、42 ページ参照

E09X
段差センサのエラー

ロボットクリーナに直射日光が当たっ
ていませんか。

ロボットクリーナを別の場所に移動し
てください。
⇒ 20 、21 、22 ページ参照ロボットクリーナが黒い床面の上にい

ませんか。

段差センサが汚れていませんか。 •	段差センサの汚れを乾いた柔らかい布
や綿棒などで軽く拭き取ってくださ
い。
•	アースラインが地面に当たっているか
確認してください。
⇒14 、 22 、47 ページ参照

E10X
バンパーセンサの	
エラー

バンパーセンサの誤作動です。 バンパーを手で10回ほど押してくだ
さい。
⇒ 13 ページ参照
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番号
原因 対応

お知らせ内容

E110
動作エラー

ロボットクリーナが段差などに乗り上
げ、立ち往生していませんか。

ロボットクリーナを別の場所に移動し
てください。
⇒ 20 ページ参照

E12X
バッテリ残容量低下 
タイマー設定のエラー

バッテリ残容量が不足した状態で、入
タイマー予約運転をスタートしていま
せんか。

入タイマー予約運転スタート時は、バッ
テリを満充電にしてください。

E140
部屋設定のエラー
位置情報のエラー

マッピング登録した部屋と異なってい
るか、掃除スタート地点が異なってい
ませんか。

マッピング登録した部屋または掃除ス
タート地点を確認してください。
⇒ 30 ページ参照

マッピング登録した部屋のレイアウト
が変更されていませんか。

再度マッピング登録をしてください。
⇒ 30 ページ参照

LiDAR センサが布などでふさがってい
たり、汚れていたりしていませんか。

布などを取り除き、LiDAR センサをお
手入れしてください。
⇒ 47 ページ参照

周囲に LiDAR センサで検知可能な高さ
25 cm 以上の障害物はありますか。

マッピングモードとマッピング清掃
モードではロボットクリーナから半径
11 m 以内、フリー清掃モードでは半
径 18 m 以内に LiDAR センサで検知
可能な障害物が必要です。高さ 25 cm
以上の障害物を置いてご使用ください。

E170
ロボットクリーナ 
ふたのエラー

ロボットクリーナのふたが開いていま
せんか。

ロボットクリーナのふたを閉めてくだ
さい。

E200
スタート位置に戻れ
ないエラー
目的地へ移動できな
いエラー

ロボットクリーナが掃除スタート地点
に戻ることができませんでした。

•	走行中の妨げになる障害物などがあれ
ば片付けるか、ロボットクリーナが近
づけないようにしてください。

⇒ 35 ページ参照
•	通路が 80 cm 以上あるか確認してく

ださい。
•	ホーミング中のエラーが多い場合、ア

プリで [ ホーミング優先 ] をオンにす
ると、スタート地点へ戻る時間をより
長く設定することができます。

⇒ 75 ページ参照

狭い場所に入りこんで次の目的地に進
むことができませんでした。
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トラブルシューティング
修理のご依頼やお問い合わせの前に、下記内容をお調べください。

電源
症状 原因 対応

•	スタート／ストップボタン
を押しても電源が入らない。
•	ランプがつかない。
•	ロボットクリーナやリモコ
ンのボタンを押しても何も
反応しない。

バッテリを正しく取り付けていますか。 バッテリの取り付けを確認してくださ
い。
⇒ 27 ページ参照

バッテリ残容量がなくなっていません
か。

残容量を確認してください。

ロボットクリーナの電源が切れていま
せんか。

ロボットクリーナのスタート／ストッ
プボタンを押して、電源を入れてくだ
さい。
⇒ 27 ページ参照

運転動作
症状 原因 対応

運転しない。 エラーランプが点滅していませんか。 エラー中は運転しません。
⇒ 48 ページ参照

入タイマー予約運転待ちモードになっ
ていませんか。

予約運転待ちモードのときは、電源を
切る、位置おしらせ以外の操作はでき
ません。
⇒ 34 ページ参照

操作をしていないのに突然	
動き出す。

入タイマーを設定していませんか。 ⇒ 34 ページ参照

運転中に止まる。 ロボットクリーナがコードなどに引っ
かかっていませんか。また、薄いタオ
ルなどの布やひもなどが、車輪類に巻
き付いていませんか。

ロボットクリーナの電源を切り、ロボッ
トクリーナに引っかかったものや、車
輪類に巻き付いたものをはずしてくだ
さい。
⇒ 46 ページ参照

ロボットクリーナが段差を乗り越えら
れずに止まっていませんか。

ロボットクリーナの電源を切り、ロボッ
トクリーナを別の場所に移してくださ
い。
⇒ 20 ページ参照

切タイマーを設定していませんか。 ⇒ 34 ページ参照

周囲に LiDARセンサで検知可能な高さ
25 cm以上の障害物はありますか。

マッピングモードとマッピング清掃
モードではロボットクリーナから半径
11 m以内、フリー清掃モードでは半
径18 m以内に LiDARセンサで検知
可能な障害物が必要です。高さ25 cm
以上の障害物を置いてご使用ください。

速度が変化する。 センサが障害物を検知したり、走行方
向の判断をしたりするときに、 速度を
落とすことがあります。

異常ではありません。
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症状 原因 対応

まっすぐ進まない。 車輪類に異物がはさまっていませんか。 ロボットクリーナの電源を切り、車輪
類の異物を取り除いてください。
⇒ 46 ページ参照

車輪類が破損していませんか。 お買い上げの販売店、または当社営業
所に修理をお申し付けください。

超音波センサ、LiDARセンサが汚れて
いませんか。

お手入れしてください。
⇒ 47 ページ参照

以前に比べて障害物に衝突	
することが増えた。

超音波センサ、LiDARセンサが汚れて
いませんか。

お手入れしてください。
⇒ 47 ページ参照

段差を回避できずに落下する。 段差センサが汚れていませんか。 お手入れしてください。
⇒ 47 ページ参照

3.0 cm以下の段差は降りることがあり
ます。

故障ではありません。
⇒ 22 ページ参照

障害物や段差がないのに回避
動作を続ける。

段差センサ、LiDARセンサが汚れてい
ませんか。

お手入れしてください。
⇒47 ページ参照

段差センサが汚れやすい。 アースラインが切れて地面に当たらな
くなっていませんか。

お買い上げの販売店、または当社営業
所に修理をお申し付けください。

運転音がいつもより大きい。 ダストボックスがゴミでいっぱいに
なっていませんか。フィルタは、目詰
まりしていませんか。

ゴミを捨ててお手入れしてください。
⇒ 37 、 42 ページ参照

回転ブラシやサイドブラシにゴミがか
らみついていませんか。

お手入れしてください。また、ブラシ
の取り付けを確認してください。
⇒ 44 ページ参照

•	吸引力が弱い。
•	ゴミを吸わない。

ダストボックスがゴミでいっぱいに
なっていませんか。
フィルタは、目詰まりしていませんか。

ゴミを捨ててお手入れしてください。
⇒ 37 、 42 ページ参照

吸引ファンがオフになっていませんか。 設定を確認してください。
⇒ 32 ページ参照

サイドブラシがはずれる。 サイドブラシを正しく取り付けていま
すか。

取り付けを確認してください。
⇒ 25 ページ参照

サイドブラシや回転ブラシが
回らない、回りにくい、から
みつく。

サイドブラシや回転ブラシに異物（糸
くずや毛髪など）がからみついていま
せんか。

お手入れしてください。また、回転ブ
ラシと回転ブラシカバーが確実に取り
付いているかもご確認ください。
⇒ 44 ページ参照

毛足の長さが7 mmを超える敷物の
上では使用できません。また、長さが
7 mm以下でも、毛足の材質などによっ
ては運転が停止したり、毛足がサイド
ブラシにからみついたりすることがあ
ります。

⇒ 21 ページ参照

排気が臭う。 湿ったゴミや臭いがするゴミを吸い込
んでいませんか。

ゴミを捨ててください。
⇒ 37 ページ参照

フィルタが目詰まりしていませんか。 お手入れしてください。水洗いした場
合は十分に乾かしてからご使用くださ
い。
⇒ 42 ページ参照

運転中に吸引ファンの音が	
大きくなる。

バッテリが切り替わったときに吸引
ファンの音が変化することがあります。

異常ではありません。
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リモコン操作
症状 原因 対策

リモコン操作ができない。 リモコンに電池を正しく入れています
か。

電池の向きを確認してください。
⇒ 26 ページ参照

リモコンを操作してもときどき反応し
なくなったときは、電池の寿命が考え
られます（交換の目安は約1年です。
使用する電池や条件により、1年未満
で消耗することがあります )。

新しい電池と交換してください。
⇒ 26 ページ参照

ロボットクリーナの電源が切れていま
せんか。

ロボットクリーナのスタート／ストッ
プボタンを押して、電源を入れてくだ
さい。
⇒ 27 ページ参照

リモコンとロボットクリーナの距離が
遠いため、電波が十分に届いていない
可能性があります。

リモコンとロボットクリーナの距離を
近づけるか、障害物を移動させるなど
して、見通しをよくしてください。
⇒ 23 ページ参照

次のような2.4 GHz 帯の電波を使用す
る機器が近くで動作している可能性が
あります。
•	電子レンジ
•	Bluetooth® 対応機器
•	無線 LAN機器
•	その他の 2.4 GHz 帯の電波を使用す
る機器（デジタルコードレス電話機や
ゲーム機など）

ロボットクリーナとリモコンを遠ざけ
るか、これらの機器の使用を一時的に
中断してください。

リモコンを新しいものに交換したとき
は、ロボットクリーナとペアリングし
てください。

⇒ 41 ページ参照

上記の内容を調べてもリモコンで操作
ができない場合は、ロボットクリーナ
の電源を切ってから、もう一度入れて
ください。

⇒ 27 ページ参照

操作パネル
症状 原因 対策

設定していた時刻が頻繁に	
リセットされる。

長期間使用していないことで内部電池
残量が少なくなっていることがありま
す。

ロボットクリーナを1時間以上使用す
るかスタンバイ状態にしてください	
（内部電池が再充電されます）。

タイマー機能
症状 原因 対策

設定した時間に入タイマー	
予約運転をしていない。

入タイマー予約運転スタート時に以下
の場合は、入タイマー予約運転をしま
せん。
•	電源が切れているとき
•	バッテリが不足しているとき

⇒ 34 ページ参照

タイマーランプは点灯していますか。 予約設定後、電源を切ったり、バッテ
リ残容量が完全になくなったりした場
合は、タイマーランプが消灯します。
⇒ 15 ページ参照
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マッピング
症状 原因 対策

•	マッピング中に止まる。
•	マッピングできない。

マッピング中に室内を暗くしていませ
んか。

マッピング完了まで部屋を明るくして
ください。

ロボットクリーナの半径約11 mの周
囲に高さ25 cm以上の障害物がない。

マッピングできない環境の可能性があ
ります。フリー清掃モードでの掃除を
おすすめします。
⇒ 29 ページ参照

マッピングではなく掃除を	
開始してしまう。

既に登録済みの部屋番号を選んでいま
せんか。

未登録の部屋番号を選ぶか、登録済み
のマップを削除してください。
⇒ 30 、31 ページ参照

•	マップが登録されない。
•	マップが不完全（登録されな
いエリアがある）。

部屋の形状、障害物の配置などが複雑
すぎる。

通路が80 cm以上あるか確認してくだ
さい。部屋を整理してください。
⇒ 23 ページ参照

バッテリ容量が不足している可能性が
あります。満充電状態にして、マッピ
ングしてください。

手動でマッピング情報を追加すること
ができます。
⇒ 69 ページ参照

マッピング中にロボットクリーナを持
ち運んだ。

マッピング中にロボットクリーナを持
ち運ばないでください。部屋情報が正
しく登録できない場合があります。

アプリ
症状 原因 対策

アプリと接続できない。 ロボットクリーナのスマートフォン接
続ボタンを押しましたか。

スマートフォン接続ボタンを押して、
アプリと接続してください。
⇒ 58 ページ参照

スマートフォンのWi-Fi® 設定を有効に
しましたか。

スマートフォンのWi-Fi® 設定を有効に
してください。

スマートフォンとロボットクリーナの
距離が遠いため、電波が十分に届いて
いない可能性があります。

スマートフォンとロボットクリーナの距
離を近づけるか、障害物を移動させるな
どして、見通しをよくしてください。
⇒ 23 ページ参照

ロボットクリーナとの接続に失敗して
いる可能性があります。

•	iPhone の場合、iOSのバージョンに
よってローカルネットワークへの許
可が必要です。
iOSの [ 設定 ] → [ マキタロボプロ 
RC300D]→[ローカルネットワーク]
の項目がある場合は、そこから許可
してください。
•	Android の場合、Wi-Fi® 接続後に接
続を維持するかどうかのポップアッ
プが出ることがあります。その場合
は接続維持を許可してください。

位置情報取得に失敗している可能性が
あります（PINコード入力画面でロボッ
ト名が「null」と表示されている場合）。

スマートフォン本体の位置情報利用設
定をオンにしてください。
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保護機能
ロボットクリーナを使用中、下記状態になりますとモータが自動停止しますが、これは保護機能によるものであり
故障ではありません。

保護機能

バッテリの温度が高温になるとモータが自動停止します。
•	使用を中断してロボットクリーナよりバッテリを取りはずし、冷却ファン付きの充電器で充電および冷却、また
はバッテリが冷めるまでお待ちください。
•	バッテリを冷ましてもロボットクリーナが動作しない場合は、ロボットクリーナを冷ましてください。
•	ロボットクリーナにエラー番号が表示されているときは、エラーの原因を取り除いてください（49 ページ参照）。

バッテリの容量が少なくなるとロボットクリーナは自動停止し、スリープ状態になり、さらに容量が少なくなる
と電源が完全に切れます。
•	ロボットクリーナよりバッテリを取りはずし、バッテリを充電してください。

異常を検知するとロボットクリーナは自動停止します。
•	エラー番号を確認し、エラーの原因を取り除いてください。原因を取り除けば再びご使用になれます（49 ペー
ジ参照）。
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保管
保管時は電源を切り、バッテリを取りはずしてください。
また、ロボットクリーナは精密機械のため、次のような場所に保管しないでください。発熱や発火、感電、故障、
ゴム部品の劣化などの原因になります。
•	 温度が急激に上がる場所
•	 温度が急激に下がる場所
•	 温度が急激に変化する場所
•	 火気類や熱器具、冷暖房機器などの近く
•	 屋外
•	 直射日光が当たる場所
•	 湿気や湯気が多い場所
•	 ほこりや砂が多い場所
•	 油煙が多い場所
•	 通気が悪い場所

長期間保管したままで使用しない状態が続きますと、ロボットクリーナの性能を損なう恐れがあります。末永くお
使いいただくために、ときどきロボットクリーナの電源を入れて、使用してください。
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スマートフォンアプリ
（RC300D 用）

目次

アプリでできること
ロボットクリーナ専用アプリをインストールしたス
マートフォンを使って、次のようなことができます。
•	 掃除
•	 リモコン操作
•	 マッピング情報の追加、変更、削除
•	 掃除の履歴確認
•	 ロボットクリーナの設定変更

注

•	 本アプリはスマートフォン向けのアプリです。タ
ブレット端末やPCには対応していません。

•	 スマートフォンとロボットクリーナはWi-Fi® 機能
を利用して直接接続します。お使いの機種によっ
ては、ロボットクリーナとの接続中はインターネッ
トに接続できない点にご注意ください。そのため、
アプリ利用後にはロボットクリーナのスマート
フォン接続ボタンを押してロボットクリーナとの
接続を切断してください。

•	 本アプリを使用するには、位置情報の取得の許可
および利用規約の同意が必要になります。位置情
報の取得の許可および利用規約の同意はお客様で
判断してください。

•	 アプリ画面は今後のアップデートなどで予告なく
変更となる場合があります。

アプリのインストール方法

事前準備
アプリをご使用いただくには、スマートフォン
（Android または iOS）が必要です。
•	 Android：Android バージョン6.0 以上が必要。
•	 iOS（iPhone）：iOS 12 以上が必要。

スマートフォンにインストールする
1.	 スマートフォンからGoogle Play™ または App 

Store で「マキタロボプロ RC300D」を検索しま
す。
QRコードからもアクセスできます。

Google Play™ App Store

2.	 「マキタロボプロ RC300D」をインストールしま
す。

3.	 インストール後、「マキタロボプロ RC300D」を
起動します。

•	アプリでできること- - - - - - - - - - - -57
•	アプリのインストール方法- -  -  -  -  -  57
•	 事前準備- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  57
•	 スマートフォンにインストールする- -  -  57
•	 初期設定- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  58
•	 Wi-Fi® 接続を切る- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  58

•	ホーム画面- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  59
•	アプリで掃除をする- - - - - - - - - - - -59
•	 マッピングをしないで部屋を	
掃除する（フリー清掃モード）- -  -  -  -  -  59

•	 マッピングした部屋を掃除する- -  -  -  -  -  61
•	 アプリでロボットクリーナを	
操作する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  63

•	掃除の履歴を確認する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  63
•	 最新の履歴を確認する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  63
•	 これまでの履歴を確認する- -  -  -  -  -  -  -  -  64
•	 通知履歴を確認する - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  65

•	マッピング情報を追加／変更／	
削除する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  66
•	 マッピング情報を追加する- -  -  -  -  -  -  -  -  66
•	 手動でマッピング情報を追加する	
（マニュアルマッピング）- -  -  -  -  -  -  -  -  -  69
•	 マッピング情報の名前を変更する- -  -  -  70
•	 掃除範囲を制限する	
（禁止エリア設定）- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  71
•	 マッピング情報を削除する- -  -  -  -  -  -  -  -  73

•	設定を変更／確認する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  74
•	 登録したロボットクリーナの名前を	
変更する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  74

•	 掃除オプション設定 - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  75
•	 PIN コードを変更する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  76
•	 登録したロボットクリーナ情報を	
削除する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  77

•	 アプリ情報を確認する- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  77

•	トラブルシューティング- -  -  -  -  -  -  -  78
•	 エラーメッセージ- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  78
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初期設定
1.	 位置情報の取得を許可する画面が表示されたら、
［OK］をタップします。

2.	 利用規約画面で［同意］をタップします。
3.	 画面に従って操作します。
•	 ロボットクリーナの電源を入れ、ロボットクリーナ
のスマートフォン接続ボタンを押します。接続の用
意が完了すると、Wi-Fi® LED（スマートフォン接
続ランプ）が点滅します。
ロボットクリーナのスマートフォン接続ボタンを押
してから接続可能になるまで8秒程度かかります。

•	［設定へ移動します］をタップして、スマートフォ
ンのWi-Fi® 設定画面を表示します。

注
スマートフォンによって、次の操作が必要な場合があ
ります。
•	 iPhone の場合、ローカルネットワークへの許可
が必要です。アプリ設定から許可してください。

•	 Android の場合、Wi-Fi® 接続後に接続を維持する
かどうかのポップアップが出ることがあります。
その場合は接続維持を許可してください。

4.	 スマートフォンをWi-Fi® 経由でロボットクリーナ
に接続します。

•	 初回接続時のみ、Wi-Fi® 接続設定（パスワード入力）
が必要です。

•	 Wi-Fi® 接続のパスワードは、SSID の下 4桁を 2
回繰り返した英数字が設定されています。

•	 SSID が「Robotic_Cleaner_012A」の場合、パ
スワードは「012A012A」となります。

•	 スマートフォンがロボットクリーナと接続してい
るときは、スマートフォンは他のWi-Fi®ネットワー
クにアクセスできません。

5.	 Wi-Fi® 接続完了後、アプリ画面に戻りPINコード
を入力します。

•	 工場出荷時の PIN コードは、手順 4. と同じ、
SSID の下 4桁を 2回繰り返した英数字が設定さ
れています。

•	 PIN コードの認証に成功すると、アプリにホーム
画面が表示されます。

6.	 PIN コードを変更します。
•	 PIN コードは工場出荷時のままにせず、必ず変更
してください（変更方法は、P.76 「PIN コード
を変更する」を参照）。

•	 変更したPIN コードは忘れないよう注意してくだ
さい。

7.	 ［PIN コードが変更されました］と表示されれば、
初期設定は完了です。ホーム画面に戻り、アプリ
をご使用ください。

注

途中で接続が切れたときは、一度アプリを終了させ、
再度接続をしてください。

Wi-Fi® 接続を切る
Wi-Fi® 接続を切るときは、ロボットクリーナのスマー
トフォン接続ボタンを押して、スマートフォン接続ラ
ンプを消灯します。



59

ホーム画面

11
2

3

4

5

8

76

1.	 メニューボタン（各種設定、履歴確認）
2.	 ロボットクリーナの名前
3.	 ロボットクリーナの運転状態
4.	 最新の掃除履歴（履歴がある場合のみ表示）
5.	 掃除（またはマッピング）開始ボタン
6.	 リモコンボタン
7.	 モード切替ボタン
8.	 ロボットクリーナの設定・バッテリ残容量

•	  ：サウンドがオンの設定になっている。

•	  ：ホーミング優先がオンの設定になっている。

•	  ：センサウォールがオンの設定になっている。

•	  ：吸引ファンがオンの設定になっている。

•	  ：連続クリーニングがオンの設定になって
いる。

•	  ：左バッテリの残容量

•	  ：右バッテリの残容量

アプリで掃除をする
ロボットクリーナはマップ登録不要で使用できるフ
リー清掃モードと部屋情報を登録し掃除するマッピン
グ清掃モード（61 ページ参照）があります。

マッピングをしないで部屋を掃除する
（フリー清掃モード）
•	 いろいろな部屋や、頻繁にレイアウトが大きく変
わる環境で掃除をしたいときは、フリー清掃モー
ドをおすすめします。

•	 明るさが十分に取ることができない部屋はフリー
清掃モードをおすすめします。

•	 ロボットクリーナの設置場所など、クリーニング
やマッピングに関する情報は、29 ページを参照
してください。

1.	 ホーム画面で  をタップします。
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2.	 ［フリー清掃モード］をタップして、［OK］をタッ
プします。

3.	 ホーム画面で［クリーニングスタート］をタップ
して、ロボットクリーナの掃除を開始します。

•	［一時停止］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を一時停止します。
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4.	 一時停止中は、以下の操作ができます。
•	［再開する］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を再開します。

•	［ホームへ］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を開始した地点に戻ります。ロボットクリー
ナがスタート地点に戻ると、アプリの画面はホー
ム画面になります。

マッピングした部屋を掃除する
•	 マッピング清掃モードは、マッピング済みの部屋
をロボットクリーナが効率良く掃除するように動
作します。

•	 マッピング清掃モードを使用するには、マッピング
情報の登録が必要になります（66 ページ参照）。

1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 掃除したい部屋をタップして、［OK］をタップします。
マップの追加や変更、削除を行いたい場合は、
66 ページの「マッピング情報を追加／変更／
削除する」を参照してください。

3.	 マッピングを開始した位置にロボットクリーナを
置いて［クリーニングスタート］をタップすると、
ロボットクリーナは掃除を開始します。
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•	 可能な限り、マッピング作業開始時と同じ向きで
置くと、よりスムーズに掃除を始めます。

•	［一時停止］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を一時停止します。

•	 クリーニング開始時、部屋の形状とマッピング情
報が一致しないときは、エラー画面が表示され、
ロボットクリーナは掃除を停止します。掃除する
部屋が正しいか確認して、ロボットクリーナをス
タート地点に置いてください。

•	 マッピング情報のスタート地点から離れた場所に
ロボットクリーナを置くと、エラー画面が表示さ
れます。

•	 マッピングした部屋の掃除については、30 ペー
ジを参照してください。

4.	 一時停止中は、以下の操作ができます。
•	［再開する］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を再開します。

•	［ホームへ］をタップすると、ロボットクリーナは
掃除を開始した地点に戻ります。ロボットクリー
ナがスタート地点に戻ると、アプリの画面はホー
ム画面になります。
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アプリでロボットクリーナを操作する
ロボットクリーナに付属のリモコンのようにアプリで
ロボットクリーナの操作をすることができます。

1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 各ボタンをタップして、ロボットクリーナを操作
します。

•	 アプリではロボットクリーナの後退をすることが
できません。

5

1

2

3

4

7

6

1.	 電源切ボタン
2.	 操作ボタン
3.	 スタート／ストップボタン
4.	 サウンド入／切ボタン
5.	 吸引入／切ボタン
6.	 位置おしらせブザー／ライトボタン
7.	 スタート地点ボタン

掃除の履歴を確認する
アプリで掃除の履歴を詳しく確認することができます。

最新の履歴を確認する
ホーム画面で［最新の履歴］のマップをタップします。

1 2

1.	 最新の履歴を表示します。
2.	 履歴一覧を表示します。
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これまでの履歴を確認する
履歴は最大 15件まで保存されます。履歴は古いもの
から削除されます。

1.	 ホーム画面で［最新の履歴］の  をタップしま

す。または、ホーム画面の  をタップしてから、
［クリーニング履歴］をタップしても履歴を確認す

ることができます。

2.	 確認したい履歴をタップします。

2
3

1

1.	 掃除した部屋、または掃除モード
2.	 掃除した時刻
3.	 掃除の状態（完了、中止、一時停止など）

履歴の詳細情報は以下の通りです。
•	 青緑の破線：ロボットクリーナの軌跡
•	 黄色：ロボットクリーナの掃除範囲
•	 青色：バンパーセンサで検知した障害物
•	 緑色：超音波センサで検知した障害物
•	 桃色：段差センサで段差を検知した場所
•	 紫色：センサウォールを検知した場所
•	 白色：未清掃の範囲
•	 灰色：LiDARで検知した壁、または障害物

2
1

1.	 掃除した面積
2.	 マップの総面積に対して、掃除した割合（マッピ

ング清掃モードのみ表示）
掃除した面積などは正確にその数値を保証するもので
はありません。目安としてご活用ください。
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通知履歴を確認する
エラー履歴のうち最新の 10件を確認することができ
ます。履歴は古いものから削除されます。

1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 ［通知履歴］をタップします。
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マッピング情報を追加／変更
／削除する
マッピング情報の追加や変更、削除はメニュー画面の
［エリア設定］から行うことができます。

1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 ［エリア設定］をタップします。

マッピング情報を追加する
•	 最大10,000 m2のマップを5つまで保存できます。
•	 10,000 m2 の制限に対して、マップの面積は掃除
範囲とは別に、マップ全体を囲む長方形の面積と
して計算されます。

1.	 ［エリア設定］画面で［新しい地図を作成］をタッ
プします。
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2.	 注意文が表示されるので、［OK］をタップします。

3.	 マッピング情報を保存したい空きスロットを選択
し、［次へ］をタップします。

4.	 エリア名を入力します（最大8文字）。

5.	 ［スタート］をタップします。
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6.	 ロボットクリーナがマッピングを開始します。
•	［一時停止］をタップすると、ロボットクリーナは
マッピングを一時停止します。

•	 一時停止後、［ホームへ］をタップすると、ロボッ
トクリーナはマッピングを開始した地点に戻りま
す。タップした時点までに作成したマッピング情
報が登録されます。ロボットクリーナがスタート
地点に戻ると、アプリの画面はホーム画面になり
ます。

7.	 マッピング完了後に禁止エリアの設定を行う場合
は、［エリア設定へ移動します］をタップします。
禁止エリアの設定は、71 ページを参照してくだ
さい。
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手動でマッピング情報を追加する
（マニュアルマッピング）
マッピング中にアプリから手動でマッピング情報を追
加することができます。複雑なレイアウトの部屋をマッ
ピングするときにおすすめします。

1.	 ［一時停止］をタップしてから、  をタップし
て、操作ボタンを表示します。

2.	 ロボットクリーナを部屋のレイアウトに沿ってア
プリ上の操作ボタンまたはロボットクリーナに付
属のリモコンで操作します。

•	 手動でマッピング情報を追加した後、 をタッ
プすると、自動マッピングを再開します。

•	 マッピングを終了する場合は、 をタップして
［ホームへ］を選択するか、ロボットクリーナに付
属のリモコンのスタート地点ボタンを押してくだ
さい。
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マッピング情報の名前を変更する
［エリア設定］画面で変更したいマッピング情報をタッ
プします。
名前をタップすると、各種設定画面へ移行することが
できます。
1.	 ［エリア設定］画面で変更したいマッピング情報を

タップします。

2.	 ［エリア名の編集］をタップします。

3.	 名前を編集します（最大8文字）。

4.	 ［保存］をタップして、名前を確定します。
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掃除範囲を制限する（禁止エリア設定）
警告

侵入や落下によって事故が発生する可能性がある場
所との境界線として、掃除禁止エリアを使用しない
でください。
•	 ロボットクリーナの侵入や落下による、事故や
けがの原因になります。ロボットクリーナの実
際の軌跡は、クリーニング禁止エリアの設定と
若干異なる場合があります。

ロボットクリーナの侵入や落下の可能性がある場所
には、高さ 25 cm 以上の壁になるもの（ロボット
クリーナが当たっても移動や転倒しないもの）を平
面に設置してください（21 ページ参照）。

1.	 ［エリア設定］画面で変更したいマッピング情報を
タップします。

2.	 ［禁止エリア］の横にある  をタップします。
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3.	 掃除禁止エリアを設定します。

•	 画面右上の  をタップすると、掃除禁止エリア
を追加できます（最大100個）。

•	 掃除禁止エリアはドラッグして、移動することが
できます。

•	 掃除禁止エリアの右下端をドラッグすると、大き
さを調整できます。

•	 掃除禁止エリア左上の  をタップすると、掃
除禁止エリアの削除ができます。

•	 画面右上の  をタップすると、掃除禁止エリア
をすべて削除できます。

•	 スタート地点付近には掃除禁止エリア設定はでき
ません。

•	 設定した掃除禁止エリア付近の環境によっては、
指定エリア周辺を掃除できないことがあります。

4.	 ［保存］をタップすると、変更したマッピング情報
が登録されます。

5.	 登録した禁止エリアを有効にするには、［禁止エリ
ア］の横にあるオン／オフ（オンは緑色）をタッ
プします。
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マッピング情報を削除する
1.	 ［エリア設定］画面で  をタップします。

2.	 削除したいマッピング情報を選択します。
•	 選択されたマッピング情報には先頭のマルに色が
付きます。

•	［すべて選択］をタップすると、全選択できます。

3.	 ［削除］をタップします。
4.	 注意文が表示されるので、［OK］をタップします。
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設定を変更／確認する
設定の変更や確認をメニュー画面の［ロボット設定］
から行うことができます。

1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 ［ロボット設定］をタップします。

登録したロボットクリーナの名前を変
更する
ここで編集できるロボットクリーナの名前は、アプリ
内での識別用です。Wi-Fi® の SSID は変更されません。
1.	 ［ロボット設定］画面で［ロボット名の編集］をタッ

プします。
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2.	 新しい名前を入力します（最大8文字）。

3.	 名前の入力が完了したら、［保存］をタップします。

掃除オプション設定
1.	 必要に応じて、［ロボット設定］画面で［連続クリー

ニング］または［ホーミング優先］の横にあるオ
ン／オフ（オンは緑色）をタップして設定します。

•	［連続クリーニング］：ロボットクリーナが掃除エ
リアをすべて掃除する前にバッテリ残量がなく
なった場合、次回の掃除で残りの未清掃エリアか
ら掃除を再開する設定にしたいときに選択してく
ださい。

•	［ホーミング優先］：ロボットクリーナが掃除開始
地点に戻れていないことが多い場合に設定するこ
とをおすすめします。通常よりもバッテリ残量が
多い状態で、掃除開始地点に戻り始めます。

•	［センサウォール］：センサウォール機能をオンに
すると、ロボットクリーナは床面に設置したセン
サウォールシートを認識します（35 ページ参
照）。
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PIN コードを変更する
ロボットクリーナのPIN コードを変更することができ
ます。設定した PIN コードを忘れた場合は、P.41 
「設定をリセットする」を参照してロボットクリーナを
工場出荷時の状態に戻してください。
工場出荷時の PIN コードを確認するには、P.58 「初
期設定」を参照してください。
1.	 ［ロボット設定］画面で［PINコードの変更］をタッ

プします。

2.	 現在のPINコード（8桁）を入力します。

3.	 新しく設定したいPINコード（8桁）を入力します。
新しいPINコードは 2回入力します。



77

登録したロボットクリーナ情報を削除する
1.	 ［ロボット設定］画面で［ロボットを削除］をタッ

プします。

2.	 削除を確認する画面が表示されますので、［削除］
をタップして、削除を確定します。

アプリ情報を確認する
1.	 ホーム画面で  をタップします。

2.	 ［アプリ情報］をタップします。

3.	 確認したい情報をタップします。
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トラブルシューティング
エラーメッセージ
エラーが発生すると、エラーメッセージやダイアログ
が表示されます。この場合、メッセージまたはダイア
ログの指示に従ってください。
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